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はじめに 
 
あなたが購入されたスキャナは出荷時に工場のデフォルト設定でプログラムされてい

ます。 ホスト・システムはそれぞれユニークなフォーマットやプロトコールを要求
するので、バーコードを読取るだけでユーザーの希望の設定構成に変更できる幅広い

設定プログラムをMetrologic社は用意いたしました。  
 
プログラムが終了すると、スキャナは不揮発性メモリ（NOVRAM）にその設定を書
きこみます。NOVRAMはパワーがオフになった後もその設定をセーブします。 
 
 

シンボル・キー 

*（アスタ 
リステック 
・マーク） 

デフォルト設定 

~（チルダ 
マーク） 

マルチ・コード 方式を必要とする設定です。xページの
「バー・コード設定方式」を参照してください。 

 重要! 

 
注記 

 
 

はじめに 
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バーコード設定方法 

 
 
 x

バーコード設定方法 
 
MetroSelect®はシングル・コード方式 とマルチ・コード方式 でスキャナのバーコー
ド設定変更ができます。 
 

シングル・コード方式  
 

殆どの設定はシングル・コード方式でバーコードの許可・禁止が可能です。 
 
1. スキャナの電源を ONにします。 

2. 変更したい設定項目のバーコードを読取ります。 

3. 「設定セーブ」を表示する複数トーンのビープ音は NOVRAMにその設定が

セーブされたことを示します。 

 
 

マルチ・コード方式  
 

すべての設定はマルチ･コード方式を使って許可・禁止を決める事ができます。 
~（チルダ）印のついている設定項目はマルチ･コード方式が必要です。 

 
1. スキャナの電源を ONにします。 

2. 「設定モード IN/OUT」のバーコードを読取（ビープ音が 3回鳴動）ります。 

3. 設定したい項目のバーコードを読取り（ビープ音が 1回鳴動）ます。 

4. 「設定モード IN/OUT」のバーコードを再び読取る（ビープ音が 3回鳴動）

と新しい設定内容がセーブされます。 

 
IN/OUT設定モード 

9 9 9 9 9 9  
 

途中で設定変更を中止したい時は、「設定モード IN/OUT」を再び読取る
前にスキャナの電源をオフにしてください。 

 
 

 



 

初期設定状態に戻るには 
 
「初期設定」のバーコードを読取ると、今までに設定されたすべての内容が消え、ス

キャナの初期設定状態の通信プロトコールに戻ります。 
 

• キーボード・ウェッジ・インターフェースのスキャナはキーボード・

ウェッジの初期設定状態に戻ります。 
• 他のスキャナはすべて RS-232の初期設定状態に戻ります。 

 
 
 

Metrologic社はカスタム OEMスキャナを製造しています。OEMスキャナ
は OEMの初期設定状態に戻ります。「Metrologic社の初期設定状態」の影
響等についてはセクション N, Custom Defaultsを参照してください。 

 
 
 
 
 

初期設定 

9 9 9 9 9 8  
 

初期設定状態に戻るには 
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セクション A UPC/EAN 
 
*  UPC/EAN許可  UPC/EAN禁止 

1 0 0 1 1 6  

 

1 0 0 1 0 6  

*  UPC-A許可  UPC-A禁止 

1 0 0 2 1 6  

 

1 0 0 2 0 6  

*  UPC-E許可  UPC-E禁止 

1 0 0 2 1 0  

 

1 0 0 2 0 0  

コード体系とデコードの規定 A
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コード体系とデコードの規定 A
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セクション A UPC/EAN 
 
*  EAN-13許可  EAN-13禁止 

1 0 0 2 1 1  

 

1 0 0 2 0 1  

*  EAN-8許可  EAN-8禁止 

1 0 0 2 1 4  

 

1 0 0 2 0 4  

*  自動 2回一致 UPC-E 
許可   自動 2回一致 UPC-E 

禁止 

1 0 1 1 0 4  

 

1 0 1 1 1 4  

 



 

セクション A Code 128 
   

*  Code 128許可  Code 128禁止 

1 0 0 1 1 3  

 

1 0 0 1 0 3  

UCC/EAN-28 
‘]C1’ コード・フォーマッ
ト許可 

 
UCC/EAN-128 
‘]C1’ コード・フォーマッ
ト禁止 

1 0 0 3 1 4  

 

1 0 0 3 0 4  
 
128クーポン・コードは 5ページのセクション B参照. 

コード体系とデコードの規定 A
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セクション A  Code 39 
  

*  Code 39許可  Code 39禁止 

1 0 0 1 1 1  

 

1 0 0 1 0 1  

MOD 43チェックの 
Code 39許可  *  MOD 43チェックの

Code 39禁止 

1 0 0 2 1 3  
 
スキャナは Code 39で 
正式なモジュラス 43の
チェック・ディジットが

ついているバーコードの

み読取ります。 

 

1 0 0 2 0 3  
 
スキャナは Code 39の 
モジュラス 43チェック・
ディジットを確認しませ

ん。 

 
転送モード 43チェック・
ディジット Code 39 

 
* 転送モード 43チェッ
ク・ディジット Code 
39を行わない 

1 0 7 7 1 5  
 
この設定は、モード 43
チェック Code 39と併用
します。この設定を使用

するには、両オプション

ともに許可する必要があ

ります。 

 

1 0 7 7 0 5  
 
このオプションは Code 
39の Mod 43チェック・
キャラクタを転送しませ

ん。 
 

 



 

セクション A Code 39 
 
 
Full ASCII Code 39許可  *  Full ASCII Code 39 

禁止 

1 0 0 2 1 7  

 

1 0 0 2 0 7  

PARAF（イタリアの薬局
コード）サポート許可   

*  PARAFサポート禁止 

1 0 0 2 1 5  
 
スキャナは Code 39を
PARAFフォーマットに 
変換します。 
 

 

1 0 0 2 0 5  
 
スキャナは Code 39を
PARAFフォーマットにし
ません。 

TRI-OPTICコード許可  *  TRI-OPTICコード禁止 

1 0 0 3 1 2  

 

1 0 0 3 0 2  

コード体系とデコードの規定 A
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セクション A  インターリブド 2 OF 5 コード 
 

*  インターリブド 2 of 5 
(ITF) 許可  インターリブド 2 of 5 

(ITF) 禁止 

1 0 0 1 1 5  

 

1 0 0 1 0 5  

ITFの MOD 10 
チェック許可  *  ITFの MOD 10 

チェック禁止 

1 0 0 3 1 0  
 
これを有効にすると、 
スキャナはモジュラス 10
のチェック・ディジット

の入ったインターリブド

2 of 5 (ITF) バーコードの
み読取ります。 

 

1 0 0 3 0 0  
 
これが無効になると、 
スキャナはモジュラス 10
のチェック・ディジット

の入ったインターリブド

2 of 5 (ITF) を確認しませ
ん。 

 
ITFの MOD 10チェック
ディジットを転送する 

 
* ITFのMOD 10チェッ
クディジットを転送し

ない 

1 0 7 7 1 4  
 
スキャナは、インターリ

ブド 2 of 5 (ITF) MOD 10
チェック・キャラクタを

転送します。 

 

1 0 7 7 0 4  
 
スキャナは ITF のMOD 
10チェック・キャラクタ
を転送しません。この設

定は、ITFのMod 10
チェックと併用します。

この設定を使用するに

は、両オプションともに

許可する必要がありま

す。 

 



 

セクション A  インターリブド 2 OF 5 コード 
 
ALTチェック・ディジッ
ト ITF許可  * ALTチェック・ディ

ジット ITF禁止 

1 0 0 7 1 7  
 

 

1 0 0 7 0 7  
 

12桁 ITFチェック・ディ
ジット（1桁目）許可  * 標準チェック・ディ

ジット 

1 0 0 9 1 0  
 
この設定では、MOD 10 
ITFチェック・ディジット
を許可する必要がありま

す。12桁 ITFチェック・
ディジット計算が0桁目で
はなく1桁目から開始しま
す。 

 

1 0 0 9 0 0  

ITF/Code 39フィルタ 
許可  * ITF/Code 39フィルタ 

禁止 

1 0 0 4 1 6

ートCode 39/ITF 
ルタ 

 

サポ

フィ
 

この設定は、Codabar、
Code 93、その他の非標
準シンボルの読取に悪影

響を及ぼす可能性があり

ます。 

 

1 0 0 4 0 6  
 

コード体系とデコードの規定 A
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セクション A インターリブド 2 of 5 
 
~  ITF 読取可能桁数の 
固定 1†  ~  ITF読取可能桁数の 

固定 2†

9 0 1 6 0 0
 
最初の

 

ITF読取可能桁数の
固定を指定するには、上

記のバーコードとセク

ションMの適切なコー
ド・バイトを読取りま

す。
†

 

9 0 1 7 0 0  
 
2番目のITF読取可能桁数
の固定を指定するには、

上記のバーコードとセク

ションMの適切なコー
ド・バイトを読取りま

す。
†

~  ITF 読取可能最小桁数†   

9 0 3 4 0 0  
デコードする最小ITF桁数
を指定するには、上記の

バーコードとセクション

Mの適切なコード・バイ
トを読取ります。

†

 †  xページのマルチコー
ド方式を参照してくだ
さい。 

 



 

セクション A スタンダード 2 of 5 
 
 
スタンダード 2 of 5許可  *  スタンダード 2 of 5 

禁止 

1 0 0 1 1 0  

 

1 0 0 1 0 0  

~  スタンダード 2 of 5 
読取桁数の固定   

9 0 1 5 0 0  
 
デコードする最少ITF桁数
を指定するには、上記の

バーコードとセクション

Mの適切なコード・バイ
トを読取ります。

†

 

†  xページのマルチコード方式を参
照してください。 

コード体系とデコードの規定 A
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コード体系とデコードの規定 A

 

10

セクション A 他の 2 of 5コード 
 

 
マトリックス 2 of 5許可  *  マトリックス 2 of 5 

禁止 

1 0 0 0 1 5  

 

1 0 0 0 0 5  

   

   

15桁エアライン 
2 of 5許可  *  15桁エアライン 

2 of 5禁止 

1 0 0 0 1 4  

 

1 0 0 0 0 4  

 



 

セクション A 他の 2 of 5コード 
 
13桁エアライン 
2 of 5許可  *  13桁エアライン 

2 of 5禁止 

1 0 0 3 1 3  

 

1 0 0 3 0 3  

ホンコン 2 of 5許可  *  ホンコン 2 of 5禁止 

1 0 0 3 1 6  

 

1 0 0 3 0 6  

コード体系とデコードの規定 A
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セクション A  Codabar 
 

*  Codabar 許可  *  Codabar 禁止 

1 0 0 1 1 4  
 
 

 

1 0 0 1 0 4  
 
 

デュアル・フィールド 
Codabar 許可  *  デュアル・フィールド

Codabar 禁止 

1 0 0 0 1 2  

 

1 0 0 0 0 2  

デュアル Codabar内 
タブ 許可  *  デュアル Codabar内 

タブ 禁止 

1 0 8 0 1 2  
 
この設定では、デュア
ル・フィールド Codabar
許可が必要です。スキャ

ナは、デュアル・フィー

ルド Codabarのフィール
ド間に Tabを挿入しま
す。 

 

1 0 8 0 0 2  

 



 

セクション A CODE 93および CODE 11 
 

*  Code 93許可  Code 93禁止 

1 0 0 1 1 2  

 

1 0 0 1 0 2  

Code 11許可  *  Code 11禁止 

1 0 0 0 1 3  

 

1 0 0 0 0 3  

コード体系とデコードの規定 A
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コード体系とデコードの規定 A

 

14

セクション A テレペン 
 
テレペン 許可  *  テレペン 禁止 

1 0 0 0 1 7  

 

1 0 0 0 0 7  

ALPHAテレペン 許可  *  ALPHAテレペン 禁止 

1 0 0 0 1 6  
 

 

1 0 0 0 0 6  
 

 



 

セクション A  PLESSEYコード 
 

MSI Plessey許可  *  MSI Plessey禁止 

1 0 0 2 1 2  

 

1 0 0 2 0 2  

* MSI Plesseyチェック・
ディジットなし   

2 0 0 7 0 4  
 
このオプションは MSI 
Plessyのチェック・デ
ジットを確認しません。 

  

MSI Plessey MOD 10/10 
チェック・ディジット 
許可 

 
*  MSI Plessey MOD 10 
チェック・ディジット

許可 

2 0 0 7 3 4  
 
これは MSI Plesseyの 2
桁モジュラス 10チェッ
ク・ディジットを確認し

ます。 

 

2 0 0 7 2 4  
 
これは MSI Plesseyの 1
桁モジュラス 10チェッ
ク・ディジットを確認し

ます。 

コード体系とデコードの規定 A
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セクション A  PLESSEYコード 
 
 
MSI Plessey チェック・
ディジットを転送する 

 
* MSI Plesseyチェック・
ディジットを転送しな

い 

1 0 7 7 1 1  
 
このオプションは「MSI 
Plessey Modオプション
を有効」の項目と併用す

ることが必要です。 

 

1 0 7 7 0 1  
 
スキャナはMSI Plessey
チェック・ディジット・

キャラクタを転送しませ

ん。 

UK Plessey許可  *  UK Plessey禁止 

1 0 0 1 1 7  

 

1 0 0 1 0 7  

UK Plessey Aから Xに 
変換許可  *  UK Plessey Aから Xに 

変換禁止 

1 0 0 7 1 6  

 

1 0 0 7 0 6  

 



 

セクション A 他のデコード設定項目 
 

ダブル・ボーダー要求/ 
インターキャラクタ・ 
スペース 許可 

 
*  ダブル・ボーダー要求/ 
インターキャラクタ・ 
スペース 禁止 

1 0 0 0 1 1  

 

1 0 0 0 0 1  

~  最小読取コード桁数†  ~  読取桁数の固定 †

9 0 1 8 0 0  
 
全方向読取のデフォルト

は4です。UPC/EAN以外
のバーコードの最小読取

コード桁数を指定する

際、このコードと適当な

コード・バイトを併用 
してください。

†

 

9 0 1 9 0 0  
 
このコードを適切なコー

ド・バイトと併用すると、

バーコードの読取桁数が適

切に固定されます。
†

† xページのマルチコード方式を参照してください。 

コード体系とデコードの規定 A
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セクション A 設定可能な読取桁数 
 

7つのバーコード固定読取桁数が使用可能です。マルチ・コード方式を使用した個別
コード区分を固定読取桁数に指定できます。 
 
例： 

1. IN/OUT設定バーコードを読取ります。 
2. 読取コード固定 #1バーコードを読取ります。 
3. コード読取桁数を表す 3つのコード・バイトを読取ります。 
4. 照合コード・タイプ固定 #1バーコードを読取ります。 
5. コード・タイプを表す 3つのコード・バイトを読取ります。 

セクションMのコード・タイプ表 を参照してください。 
6. 固定読取桁数 2～7について、必要に応じて手順 2～5を繰り返します。 
7. 設定のセーブの完了時に IN/OUT設定バーコードを読取ります。 

 
~  読取コード固定 #1： 
桁数  ~  読取コード固定 #1： 

コード・タイプ 

9 0 2 0 0 0  
 

 

9 0 2 1 0 0  
 

~  読取コード固定 #2： 
桁数  ~  読取コード固定 #2： 

コード・タイプ 

9 0 2 2 0 0  

 

9 0 2 3 0 0  

 



 

セクション A 構成可能なコード読取桁数 
 
~  読取コード固定 #3： 
桁数  ~  読取コード固定 #3： 

コード・タイプ 

9 0 2 4 0 0  

 

9 0 2 5 0 0  

~  読取コード固定 #4： 
 桁数  ~  読取コード固定 #4： 

コード・タイプ 

9 0 2 6 0 0  
 

 

9 0 2 7 0 0  
 

~  読取コード固定 #5： 
桁数  ~  読取コード固定 #5： 

コード・タイプ 

9 0 2 8 0 0  

 

9 0 2 9 0 0  

コード体系とデコードの規定 A
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セクション A 構成可能なコード読取桁数 
 
~  読取コード固定 #6： 
桁数  ~読取コード固定 #6： 

コード・タイプ 

9 0 3 0 0 0  

 

9 0 3 1 0 0  

~  読取コード固定 #7： 
桁数  ~  読取コード固定 #7： 

コード・タイプ 

9 0 3 2 0 0  

 

9 0 3 3 0 0  

 

 



 

セクション A RSS 14の設定 
 

RSS 14許可  *  RSS 14禁止 

1 0 0 4 1 3  

 

1 0 0 4 0 3  

* RSS 14チェック・
ディジットを転送する  RSS 14チェック・ディ

ジットを転送しない 

1 1 4 9 0 0  
 

 

1 1 4 9 1 0  
 

コード体系とデコードの規定 A
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セクション A RSS 14の設定 
 
* RSS 14アプリケーショ
ン IDを転送する  RSS 14アプリケーション

IDを転送しない 

1 1 4 9 0 1  
 
デフォルトではアプリ

ケーション ID「01」が転
送されます。 

 

1 1 4 9 1 1  

* RSS 14シンボル IDを
転送する  RSS 14シンボル IDを 

転送しない 

1 1 4 9 0 2  
 
デフォルトではシンボル

ID「]e0」が転送されま
す。 

 

1 1 4 9 1 2  
 

 



 

セクション A RSS制限設定 
 

RSS制限許可  * RSS制限禁止 

1 0 0 4 1 4  
 
 

 

1 0 0 4 0 4  

* RSS制限チェック・
ディジットを転送する  RSS制限チェック・ディ

ジットを転送しない 

1 1 4 9 0 3  

 

1 1 4 9 1 3  

 

コード体系とデコードの規定 A
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セクション A RSS制限設定 
 
* RSS制限アプリケー
ション IDを転送する  RSS制限アプリケーショ

ン IDを転送しない 

1 1 4 9 0 4  
 
デフォルトではアプリ

ケーション ID「01」が 
転送されます。 

 

1 1 4 9 1 4  

* RSS制限シンボル ID
を転送する  RSS制限シンボル IDを

転送しない 

1 1 4 9 0 5  
 
デフォルトではシンボル

ID「]e0」が転送されま
す。 

 

1 1 4 9 1 5  
 

 

 



 

セクション A RSS拡張設定 
 

RSS拡張許可  * RSS拡張禁止 

1 0 0 4 1 5  
 
 

 

1 0 0 4 0 5  
 
 

* RSS拡張シンボル ID
を転送する  RSS拡張シンボル IDを

転送しない 

1 1 4 9 0 6  
 
デフォルトではシンボル

ID「]e0」が転送されま
す。 

 

1 1 4 9 1 6  
 

 

コード体系とデコードの規定 A
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セクション B サプルメント/2回一致 
 
2桁サプルメント 許可  *  2桁サプルメント 禁

止 

1 0 1 2 1 7  

 

1 0 1 2 0 7  

*  2桁・2回一致 許可  2・2 回一致 禁止 

1 0 1 2 1 2  
 
バーコードおよび 2桁ア
ド・オンを読取り、デー

タが 2回一致した後に
データを受け入れます。 

 

1 0 1 2 0 2  
 
2桁・2回一致の設定項目
を無効にします。 

5桁サプルメント 許可  *  5桁サプルメント 禁
止

1 0 1 2 1 6  

 

1 0 1 2 0 6  

サプルメント B
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サプルメント B
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セクション B サプルメント/2回一致 
 

5桁・2回一致 許可  *  5桁・2回一致 禁止 

1 0 1 2 1 1  
 
バーコードおよび 5桁 
アド・オンを読取り、

データが 2回一致した後
にデータを受け入れま

す。 

 

1 0 1 2 0 1  
 
5桁・2回一致の設定項目
を無効にします。 

サプルメント要求  *  サプルメント不要 

1 0 1 2 1 3  
 
すべての UPC/EANラベ
ルはサプルメントを要求

します。 

 

1 0 1 2 0 3  
 
すべての UPC/EANラベ
ルはサプルメントが不要

です。 

リモート・サプルメント

要求 許可  *  リモート・サプルメン
ト要求 禁止 

1 0 1 4 1 6  

 

1 0 1 4 0 6  

 



 

セクション B  サプルメント 
 
Bookland (978)  
サプルメント 許可  *  Bookland (978)  

サプルメント 禁止 

1 0 1 4 1 7  

 

1 0 1 4 0 7  

977（2桁）サプルメント
要求 許可  *  977（2 桁）サプルメン

ト要求 禁止 

1 0 1 3 1 4  
 
977で始まる EAN-13 
コードはすべて 2桁サプ
ルメントを要求します。 

 

1 0 1 3 0 4  
 
977で始まる EAN-13コー
ドでも 2桁サプルメントは
要求しません。 

378/379 French 
サプルメント要求  許可  *  378/379 French 

サプルメント要求  禁止

1 0 1 3 1 3  

 

1 0 1 3 0 3  

サプルメント B
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セクション B サプルメント 
 
434/439 German 
サプルメント要求 許可  *  434/439 German 

サプルメント要求 禁止 

1 0 1 4 1 5  

 
 

1 0 1 4 0 5  

414/419 German 
サプルメント要求  許可  *  414/419 German 

サプルメント要求 禁止 

1 0 1 4 1 3  

 

1 0 1 4 0 3  

#System 2はサプルメン
トを要求 許可  *  #System 2はサプルメン

トを要求 禁止 

1 0 1 4 1 2  

 

1 0 1 4 0 2  

 



 

セクション B サプルメント 
 
UPC #System 5はサプル
メントを要求 許可  UPC #System 5はサプル

メントを要求 禁止 

1 0 1 2 1 5  

 

1 0 1 2 0 5  

クーポン Code 128 許可  クーポン Code 128 禁止 

1 0 0 3 1 5  

 

1 0 0 3 0 5  

Code 128 ‘]C1’ 拡張 
コード・フォーマット 

許可 
 

*  Code 128 ‘]C1’ 拡張
コード・フォーマット 

禁止 

1 0 1 4 1 1  
 
スキャナは「]C1」キャラ
クタをクーポン Code 128 
の前頭に転送する。 

 

1 0 1 4 0 1  
 
スキャナは「]C1」キャラ
クタをクーポン Code 128
の前頭に転送しない。 

サプルメント B
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セクション B  サプルメント 
 
Code 128 グループ・ 
セパレータ 許可  *  Code 128 グループ・ 

セパレータ 禁止 

1 0 1 4 1 4  
 
“GS” (1DH) キャラクタが
クーポン Code 128に転
送される。 

 

1 0 1 4 0 4  
 
“GS” (1DH) キャラクタは
クーポンCode 128に転送
されない。 
 

   

 
 
 

  

*  サプルメント確認に
100 msec時間かかる  サプルメント確認に 200 

msec時間かかる 

3 0 1 3 1 0  
 
このオプションで

UPC/EANを読取った後、
アド・オンのチェックに

100 msecの時間がかかり
ます。 

 

3 0 1 3 2 0  
 
このオプションで

UPC/EANを読取った後、
アド・オンのチェックに

200 msecの時間がかかり
ます。 

 



 

セクション B  サプルメント 
 
サプルメント確認に 400 
msec時間かかる   

3 0 1 3 4 0  
 
このオプションで

UPC/EANを読取った後、
アド・オンのチェックに

400 msecの時間がかかり
ます。 

  

サプルメントのコード ID 
許可  *  サプルメントのコード 

ID 禁止 

1 0 1 2 1 4  

 

1 0 1 2 0 4  

977バーコードで 2/5桁 
許可  977バーコードで 2桁 

許可 

1 2 4 8 1 1  
  
この設定は、977モード
がアクティブな場合に、2
桁または 5桁のサプルメ
ントを許可します。 

 

1 2 4 8 0 1  
 
この設定は、977モード
がアクティブな場合に 2
桁のサプルメントを許可

します。 

サプルメント B
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セクション B  サプルメント 
 

*  サプルメントに 
ビープ音 1回  サプルメントに 

ビープ音 2回 

1 1 8 4 0 6  
 
 

 

1 1 8 4 1 6  

   

   

SBNチェック・ディジッ
ト転送 許可  ISBNチェック・ディジッ

ト転送 禁止 

1 0 1 3 1 5  
 

このオプションは

すべてのモデルに

は適用しません。 

 

1 0 1 3 0 5  

 



 

セクション B サプルメント 
 
Booklandから ISBNに 
変換 許可  *  Booklandから ISBNに 

変換 禁止 

1 0 1 3 1 7  
 

このオプションは

すべてのモデルに

は適用しません。 

 

1 0 1 3 0 7  

   

   

ISBN再フォーマット  
許可  *  ISBN再フォーマット  

禁止 

サプルメント B
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1 0 1 3 1 6  
 
このオプションは

すべてのモデルに

は適用しません。 

 

1 0 1 3 0 6  

セクション B サプルメント 
 
ナンバー・システム 
4クーポン・コード 128 
許可 

 
* ナンバー・システム 

4クーポン・コード 128 
禁止 

1 0 1 0 1 2  
 
ナンバー・システム 4
バーコードのクーポン・

コード 128をサポート 
します。 

 

1 0 1 0 0 2  

UPC廃棄 許可  * UPC廃棄 禁止 

1 0 1 0 1 3  
 
クーポン・コード 128の
Code 128前頭を読取る場
合に UPC廃棄をサポート
します。 

 

1 0 1 0 0 3  

同一ラインでのサプルメ

ントおよび UPC 許可  同一ラインでのサプルメ

ントおよび UPC 禁止 

 



 

1 0 1 0 1 4  

この設
 

定では、2桁
のサプルメントと、

必要な 2回一致およ
びサプルメントを許

可する必要がありま

す。 

 

1 0 1 0 0 4  

サプルメント B
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セクション C 通信 
 
 
*  RS-232許可 

 
 

キーボード・ウェッジ・

デフォルトのロード 

4 1 5 5 5 4  
 
このオプションを有効に

した場合、スキャナは 
RS-232 ±12 Vのシリア
ル出力となります。 

 
 
 

9 9 9 9 9 4  
 
通常もしくは独立ウェッ

ジ・モードを選択する前

ににこのオプションを読

取ってください。 

ライトペン/ペン・ 
スキャナ通信 許可  キーボード・ウェッジ・

エミュレーション 許可 

4 1 5 5 2 4  
 
スキャナがライトペンの

代わりに使われる場合、

このオプションを選んで

ください。 

 
 
 

5 1 5 5 1 4 3  
 
スキャナのバーコード・

データを PCの読取コー
ド・データに変換する

キーボード・エミュレー

ションを選ぶ時に選択し

ます。 

独立キーボード・ 
スキャナ 許可   

5 1 5 5 1 5 3  
 
外付キーボードがない時

に、スキャナは使用可能

です。 

  

通信 C
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セクション C 通信 
 
OCIAデフォルトのロード  OCIA出力 許可 

9 9 9 9 9 3  
 
OCIA出力を有効にする
前に、このメニューを読

取ってください。 

 
 
 

4 1 5 5 4 4  
 
通信に OCIAを要する場
合、このオプションを選

びます。ホスト側はシリ

アル・インターフェース

となります。 

   

   

IBM 46xx デフォルトの 
ロード  IBM 46xx 通信 許可 

9 9 9 9 9 5  
 
「IBM 46xx通信許可」を
選択する前にこれを読取

ります。 

 

4 1 5 5 0 4  

6xx SIOC/RS485通
合、このオプショ

んでください。 

すべてのスキャナ

はこの

 
IBM 4
信の場

ンを選
 

オプション

をサポートしてい

ないので適切なイ

ンターフェース・

ボードが必要で

す。 

 



 

セクション C  通信 
 
低速外部USBデフォルト
のロード

† 低速USB 許可†

9 9 9 9 7 8  
 
 

 
 
 

†  最高速 USBオプション
については、セクション
Pを参照してください。 

4 1 5 5 1 1 4

低速内部USBデフォルト
のロード

†  非通信モード 許可 

9 9 9 9 4 1  
 
 

 

4 1 5 5 3 4  
 
スキャナがホスト装置と

のインターフェースを持

たない場合、このオプ

ションを選択します。 

予約項目  予約項目 

4 1 5 5 6 4  

 

9 1 7 5 0 0  

通信 C
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セクション D 設定モード・オプション 
 
パワーアップ時に、設定

モード 許可  *  常時、設定モード 
許可 

1 1 8 1 1 7  
 
スキャナは、バーコード

を読取る前にのみ

MetroSet®モードに入るこ
とができます。 

 

1 1 8 1 0 7  
 
常時、MetroSet®設定がで
きます。 

パワーアップ時に、設定

コード 許可  *  常時、設定コード 
許可 

1 1 8 1 1 6  
 
パワーアップ後に一般商

品のバーコードが読取ら

れると、スキャナは設定

用バーコードを受け付け

ません。 

 

1 1 8 1 0 6  
 
常時、設定用のバーコー

ドを読取ることができま

す。 

シングル・コード・ 
プログラミング 許可  シングル・コード・ 

プログラミング 禁止 

1 1 8 2 1 2  

 

1 1 8 2 0 2  

スキャナの動作 D
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セクション D 読取バファ 
 
*  1読取バファ  2読取バファ 

3 1 8 0 0 0  
 
これを有効にすると、読

取フィールドのバーコー

ドのみを読取り同一シン

ボル・タイムアウトの時

間内は読取りフィールド

からそれを除去しない限

り再び読取ることはあり

ません。 

 

3 1 8 0 1 0  
 
これを有効にすると、読

取りフィールドの 2個の
バーコードのみを読取り

同一シンボル・アイムア

ウトの時間内はそれらを

除去しない限り再び読取

ることはありません。 

3読取バファ  4読取バファ 

3 1 8 0 2 0  
 
2読取バファと同じ機能
です。読取りフィールド

には 3個のバーコードが
あります。 

 

3 1 8 0 3 0  
 
2読取バファと同じ機能
です。読取りフィールド

には 4個のバーコードが
あります。 

 



 

セクション D  読取バッファ 
 
5読取バファ  6読取バファ 

3 1 8 0 4 0  
 
2読取バファと同じ機能
です。読取りフィールド

には 5個のバーコードが
あります。 

 

3 1 8 0 5 0  
 
2読取バファと同じ機能
です。読取りフィールド

には 6個のバーコードが
あります。 

7読取バファ  8読取バファ 

3 1 8 0 6 0  
 
2読取バファと同じ機能
です。読取りフィールド

には 7個のバーコードが
あります。 

 

3 1 8 0 7 0  
 
2読取バファと同じ機能
です。読取りフィールド

には 8個のバーコードが
あります。 
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セクション D 2回一致読取 
 
*  2回一致読取なし  2回一致読取 

3 0 1 1 0 0  
 
「正常読取」には 1回の
正常読取が必要。 

 

3 0 1 1 1 0  
 
「正常読取」には 2回の
同じバーコードの連続的

な正常読取が必要。 

   

   

3回一致読取  4回一致読取 

3 0 1 1 2 0  
 
「正常読取」には 3回の
同じバーコードの連続的

な正常読取が必要。 

 

3 0 1 1 3 0  
 
「正常読取」には 4回の
同じバーコードの連続的

な正常読取が必要。 

 



 

セクション D 2回一致読取 
 
5回一致読取  6回一致読取 

3 0 1 1 4 0  
 
「正常読取」には 5回の
同じバーコードの連続的

な正常読取が必要。 

 

3 0 1 1 5 0  
 
「正常読取」には 6回の
同じバーコードの連続的

な正常読取が必要。 

   

   

7回一致読取  8回一致読取 

3 0 1 1 6 0  
 
「正常読取」には 7回の
同じバーコードの連続的

な正常読取が必要。 

 

3 0 1 1 7 0  
 
「正常読取」には 8回の
同じバーコードの連続的

な正常読取が必要。 
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セクション D 他のデコード設定項目 
 
*  MAJIC許可  MAJIC禁止 

1 0 1 1 1 3  
 
Metrologic Algorithm for 
Joining Incomplete Codes
（MAJIC）は、傷ついた
バーコードまたは不完全

なバーコードの判読に役

立ちます。より積極的な

デコードを許可します。 

 

1 0 1 1 0 3  
 
バーコードの読取条件が

良好である場合、この設

定を禁止します。これに

よりデコードの速度が向

上するとともに、全体的

な精度が高まります。 

   

   

オプショナル同一シンボ

ル・チェック  *  通常の同一シンボル・
チェック 

1 1 8 1 1 3  
 
「新しい」バーコード・

データと見なすために

は、連続読取の期間中に

1個の違ったデータの
バーコードが必要です。 

 

1 1 8 1 0 3
 

 

「新しい」バーコード・

データと見なすために

は、連続読取の期間中に

3個の違ったデータの
バーコードが必要です。 

 



 

セクション D 読取深度の調整 
 
 

Metrologic社のレップの指示なくこの設定を変更しないでください。 

*  低密度バーコードの 
最適化

†  高密度バーコードの 
最適化

†

4 1 8 7 9 0  
 
 

 

4 1 8 7 1 3 0  
 
 

高密度バーコードの固定
†  中密度バーコードの固定

†   

4 1 8 7 0 0  
 
 

 

4 1 8 7 1 0  
 
 

低密度バーコードの固定
†   

4 1 8 7 2 0  

 

† 全方向スキャナの場合に
のみ使用できます。 

スキャナの動作 D

 

7



スキャナの動作 D

 

8

セクション D 同一シンボル・タイムアウト 
 
読取りフィールドからバーコードが取り除かれた後に再度同じバーコードを読取る場

合にそのタイムアウトの時間の長さを示します。単一コードはその時間をそれぞれ、

なし、50、100、200、500、1200（1.2 秒）、2000（2.0 秒）msec および無限の設
定ができます。また、ユーザーは設定値を 50 msec 毎の間隔で 50 msec から 6350
（6.35秒）msecの範囲で決めることができます。 
 
同一シンボル・タイム 
アウトなし  同一シンボル・タイム 

アウト 100 msecs 

8 1 8 9 0 0  

 

8 1 8 9 2 0  

同一シンボル・ 
タイムアウト 
200 msecs 

 
*  同一シンボル・ 
タイムアウト 
500 msecs 

8 1 8 9 4 0  

 

8 1 8 9 1 0 0  

 



 

セクション D 同一シンボル・タイムアウト 
 
同一シンボル・ 
タイムアウト 
1200 msecs 

 
同一シンボル・ 
タイムアウト 
2000 msecs 

8 1 8 9 2 4 0  

 

8 1 8 9 4 0 0  

   

   

同一シンボル・ 
タイムアウトが無限  ~  可変の同一シンボル・

タイムアウト 

1 1 8 9 1 7  
 
これを

キャナ

を読取

コード ません。 
 

このオプションは

同一の再読取タイ

ムアウトを無視し

ます。 

選択すると、ス

は別のバーコード

るまで同じバー

は読取り

 

9 1 8 9 0 0  
 
設定モードの時、この

バーコードとコード・バ

イトを読取り、同一シン

ボル・タイムアウトの時

間を設定します。001か
ら 127（50から 6350 
msecs）の範囲が可能で
す。 
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セクション D LEDオプション 
 
再読取が可能な場合、 
緑色の LEDをフラッシュ 
する 

 
*  再読取が可能な場合、 

LEDをフラッシュ 
しない 

1 1 8 3 1 3  
 
これは同一シンボル・タ

イムアウトが経過したこ

とを示します。 

 

1 1 8 3 0 3  

逆表示 LED機能  *  通常表示 LED機能 

1 1 8 3 1 2  
 
赤色＝レーザー On 
緑色＝正常読取 

 

1 1 8 3 0 2  
 
緑色＝レーザー On  
赤色＝正常読取 

 ビープ音オプション 
 
*  通常の音調  音調 1 

3 1 8 5 7 5  
 

 

3 1 8 5 6 5  

 



 

セクション D ビープ音オプション 
 
音調 2  音調 3 

3 1 8 5 5 5  

 

3 1 8 5 4 5  

音調 4  音調 5 

3 1 8 5 3 5  

 

3 1 8 5 2 5  

音調 6  ビープ音なし 

3 1 8 5 1 5  

 

3 1 8 5 0 5  
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セクション D ビープ音オプション 
 
* 正常読取ビープ音許可  正常読取ビープ音禁止 

1 4 1 9 0 3  
 
電源 ON時の正常読取
ビープ音を許可します。 

 

1 4 1 9 1 3  
 
電源 ON時の正常読取
ビープ音を禁止します。 

次の 2つのバーコードは、以下のことを設定します。 
• MS7220およびMS7320のボタンの音調制御を許可または禁止にします。 
• 全 Stratosシリーズ製品ラインのボタンの音量制御を許可または禁止にします。 

*  ボタン・ビープ音 
制御許可 

ボタン・ビープ音 
制御禁止 

1 1 9 7 0 1  
 

 

 
 

1 1 9 7 1 1  
 
 

次のビープ音  次のボリューム 

9 9 9 9 7 5  

 

9 9 9 9 7 4  

 



 

セクション D ビープ音オプション 
 
*  最大音量  2番目に大きな音量 

2 1 8 5 0 0  

 

2 1 8 5 1 0  

3番目に大きな音量  音量なし 

2 1 8 5 2 0  

 

2 1 8 5 3 0  

*  サプルメントで 
1回ビープ音 

 サプルメントで 
2回ビープ音 

1 1 8 4 0 6  

 

1 1 8 4 1 6  
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セクション D ビープ音オプション 
 
高速ビープ音 許可  *  高速ビープ音 禁止 

1 1 8 4 1 4  

 

1 1 8 4 0 4  

BELコマンド受信時に 
ビープ音  *  BELコマンド無視 

1 1 8 4 1 7  
 
ホストから BELキャラ
タを受信するとスキャナ

はビープ音を鳴動しま

す。B

ク

ELキャラクタの前
に 200 msec以内に数字
が送信された場合、ス

キャナはその数字の数だ

けビープ音を鳴動しま

す。 

 

1 1 8 4 0 7  

ビープ音鳴動中に 
ライトペン・トグル 許可  *  ビープ音鳴動中にライ

トペン・トグル 禁止 

1 1 6 9 1 3  
 
正常読取した場合、ス

キャナはビープ音を鳴動

し、ライトペン・デー

タ・ラインをトグルしま

す。これは正常読取の表

示です。 

 

1 1 6 9 0 3  

 



 

セクション D  インターキャラクタ・データ送信ディレー 
 
これらのコードを使用して、スキャナからホストへのデータ・キャラクタの送信と

「バーコード」レコードの送信間のディレー時間を選択します。これは、スキャナで

のホスト入力バファのオーバーフローを防止するために役立ちます。 
 
*  1 msecインター 
キャラクタ・ディレー  10 msecインター 

キャラクタ・ディレー 

8 1 8 8 1 0  

 

8 1 8 8 1 0 0  

25 msecインター 
キャラクタ・ディレー  ~  可変 msecインター 

キャラクタ・ディレー 

8 1 8 8 2 5 0  
 
 

 

9 1 8 8 0 0  
 
このバーコードとセク

ション Mのコード・バイ
ト・シーケンスを読取る

ことにより、ホスト・シ

ステムに送信されるキャ

ラクタ間のディレーを設

定します。設定可能な

ディレー範囲は 1～255 
msecです。 
xページの「マルチ・
コード設定方式」を参照

してください。 
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セクション D  インターキャラクタ・データ送信ディレー 
 
インターキャラクタ・ 
ディレーなし   

8 1 8 8 0 0  

  

インターレコード・データ送信ディレー 
 
~  可変インター 
レコード・ディレー   

9 1 9 3 0 0  

  

インターレコード・ 
ディレー中にレーザーを

オフにする 
 

*  インターレコード・ 
ディレー中にレーザー

をオンのままにする 

1 1 9 3 1 7  

 

1 1 9 3 0 7  

 



 

セクション D  通信タイムアウト・オプション 
 
通信タイムアウト 許可  *  通信タイムアウト 禁止 

1 1 8 4 1 2  

 

1 1 8 4 0 2  

*  データ転送前に 
ビープ音鳴動  データ転送後に 

ビープ音鳴動 

1 1 8 4 1 3  
 
スキャナはデータを転送

する前にビープ音を鳴動

します。 

 

1 1 8 4 0 3  
 
スキャナはデータを転送

した後にビープ音を鳴動

します。 

 
~  可変通信タイムアウト  *  デフォルト通信タイム 

アウト（2秒） 

9 1 9 1 0 0  

 

8 1 9 1 4 0 0  
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セクション D 通信タイムアウト・オプション 
 
短期間の通信 
タイムアウト（1秒）  長期間の通信 

タイムアウト（4秒） 

8 1 9 1 2 0 0  

 

8 1 9 1 8 0 0  

タイムアウト時に 
ビープ音を 3回鳴動  * タイムアウト時に 

ビープ音なし 

1 1 8 4 1 0  

 

1 1 8 4 0 0  

タイムアウト時に 
ラズベリー音を鳴動  *  タイムアウト時に 

ラズベリー音なし 

1 1 8 4 1 1  

 

1 1 8 4 0 1  

 



 

セクション D  ホスト・スキャナのコマンド 
 
D/E無効コマンド 許可  *  D/E無効コマンド 禁

止

1 1 8 0 1 5
 
このオプションを選択

し、ホ

 

ストから ASCII 
“D”を受信するとスキャ
ナは読取を無効にしま

す。ASCII “E”を受信す
ると読取が有効になりま

す。 

 

1 1 8 0 0 5  
 
D/Eコマンドを監視しま
せん。 

   

   

Z/Rタイプ D/E 
シミュレーション 許可  *  Z/Rタイプ D/E 

シミュレーションなし 

1 1 8 2 1 1
 
このオプションを選択

し、ホ

 

ストから ASCII 
“Z”を受信するとスキャ
ナは読取を無効にしま

す。ASCII “R”を受信す
ると読取が有効になりま

す。 

 

1 1 8 2 0 1  
 
Z/Rコマンドを監視しま
せん。 
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セクション D  ホスト・スキャナのコマンド 
 
F/Lレーザー・コマンド 
許可  *  F/Lレーザー・コマン

ド 禁止 

1 1 8 0 1 4  
 
このオプションを選択し、

ホストから ASCII “F” 
キャラクタを受信すると

レーザー光がオフになりま

す。ASCII “L”キャラク
タを受信するとレーザー光

はオンになります。 

 

1 1 8 0 0 4  
 
F/Lコマンドを監視しま
せん。 

M/Oコマンドを使用した
モーターの「オン/オフ」 †  *  「M/O」コマンド 

禁止 

1 1 8 2 1 3  
 
このオプションを選択し

ホストからASCII “O” 
キャラクタを受信すると

モーター

、

がオフになりま

す。このオプションを選択

し、ホストから ASCII 
“M”キャラクタを受信す
るとモーターがオンになり

ます。
†

†  全方向スキャナのみ 

1 1 8 2 0 3  
 
M/Oコマンドを監視しま
せん。 

 



 

セクション D  ホスト・スキャナのコマンド 
 
Iコマンド許可  Iコマンド禁止 

1 1 5 9 1 7  

 

1 1 5 9 0 7  

iコマンド許可  コマンド禁止 

1 1 5 9 1 6  

 

1 1 5 9 0 6  

SI/SOコマンド 許可  SI/SOコマンド 禁止 

1 2 5 0 1 4  

 

1 2 5 0 0 4  
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セクション D ホスト・スキャナのコマンド 
 
 
DTR読取禁止の使用  *  DTR読取禁止の非使用 

1 1 8 1 1 5  
 
スキャナは、読取を許可す

るかどうかを決定するため

に DTR入力を監視しま
す。＋12 V「アクティブ」
レベルによりデコードが許

可されます。－12 V「非ア
クティブ」レベルによりデ

コードが禁止されます。 

 

1 1 8 1 0 5  
 
DTR入力を監視しませ
ん。 

パススルー許可  パススルー禁止 

1 2 4 7 1 1  

AUXスキャナは、ホ
ストと同一のボー

レートを設

 

定し、

STX接頭詞、Nixdorf 
IDキャラクタ、およ
び CRターミネータ
を許可する必要があ

ります。 

 

1 2 4 7 0 1  

DC2キャラクタを 
アクティベートする  *  DC2キャラクタを 

アクティベートしない 

1 1 8 1 1 0  

 

1 1 8 1 0 0  

 



 

セクション D  ホスト・スキャナのコマンド 
 
DC2 受信時に NO READ
を送信する  DC2受信時に NO READ

を送信しない 

1 1 8 1 1 1  

 

1 1 8 1 0 1  

   
   

NO READ送信時に、 
緑色の LEDなし  *  NO READ送信時に、 

緑色の LEDあり 

1 1 8 3 1 1  

 

1 1 8 3 0 1  
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セクション D  パワー・セーブ・モード 
 
常時パワー・セーブ・ 
モード

†   パワー・セーブ・ 
モードなし

†  

1 1 8 6 1 7  
 
電源がONし、バーコード
の読取り後にすぐ省電力

モードに入ります。
†

 

8 1 8 6 0 0  
 
スキャナは省電力モード

に入りません。
†

† 全方向スキャナのみ 

1分後にパワー・ 
セーブ・モード

†  2分後にパワー・ 
セーブ・モード

†

8 1 8 6 1 0  
 
スキャナが 1分間読取を
しない場合、省電力モー

ドに入ります。
†

 

8 1 8 6 2 0  
 
スキャナが 2分間読取を
しない場合、省電力モー

ドに入ります。
 †

 



 

セクション D  パワー・セーブ・モード 
 
5分後にパワー・ 
セーブ・モード

†  10分後にパワー・ 
セーブ・モード

†

8 1 8 6 5 0  
 
スキャナが 5分間読取を
しない場合、省電力モー

ドに入ります。
†

 

8 1 8 6 1 0 0  
 
スキャナが 10分間読取を
しない場合、省電力モー

ドに入ります。
†

† 全方向スキャナのみ 

20分後にパワー・ 
セーブ・モード

†  30分後にパワー・ 
セーブ・モード

†

8 1 8 6 2 0 0  
 
スキャナが 20分間読取を
しない場合、省電力モー

ドに入ります。
†

 

8 1 8 6 3 0 0  
 
スキャナが 30分間読取を
しない場合、省電力モー

ドに入ります。
†
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セクション D  パワー・セーブ・モード 
 
デフォルト・パワー・ 
セーブ・モード

††
点滅パワー・セーブ・ 
モード ††

3 1 9 4 0 0  3 1 9 4 1 0  
 
プログラムされた非使用

時間の経過後にレーザー

をオフ/オンに点滅させま
す。 
 
スキャナがバーコードを

認識すると、点滅モード

が終了します。 

レーザー・オフ・ 
パワー・セーブ・ 
モード ††

レーザー・モーター・ 
オフ・パワー・セーブ・ 
モード ††

3 1 9 4 2 0  
 
プログラムされた非使用

時間の経過後にレーザー

をオフにします。
 ††

MS7220およびMS7320
が起動します。 
 
IRが移動を検出すると、
MS7600が起動します。 

 
マルチ・ファンクショ

ン・ボタンを押すと、

 
†† MS7600/MS7220/MS7320

シリーズ・スキャナの場

合にのみ使用できます。 
 
 

3 1 9 4 3 0  
 
プログラムされた非使用

時間の経過後にレーザー

およびモーターをオフに

します。
††

 
マルチ・ファンクショ

ン・ボタンを押すと、

MS7220およびMS7320
が起動します。 
 
IRが移動を検出すると、
MS7600が起動します。 

 



 

セクション D パワー・セーブ・モード 
 
デュアル#1パワー・ 
セーブ・モード

††
デュアル#2パワー・ 
セーブ・モード

††

3 1 9 4 4 0  
 
プログラムされた非使用

時間の経過後にレーザー

さ

後

す。 

MS7220およびMS7320
が起動します。 
 
IRが移動を検出すると、
MS7600が起動します。 

をオフ/オンに「点滅」
せた後、30分間の経過
にレーザーおよびモー

ターをオフにしま
 
マルチ・ファンクショ

ン・ボタンを押すと、

†† MS7600/MS7220/MS7320
シリーズ・スキャナの場

合にのみ使用できます。 

3 1 9 4 6 0  
 
プログラムされた非使用

時間の経過後にレーザー

をオフにし、次に 30分間
の経過後にモーターをオ

フにします。 
 
マルチ・ファンクショ

ン・ボタンを押すと、

MS7220およびMS7320
が起動します。 
 
IRが移動を検出すると、
MS7600が起動します。 

* パワー・セーブ・ 
スイッチ許可  パワー・セーブ・ 

スイッチ禁止 

1 1 9 7 0 0  
 
MS7220/MS7320シリー
ズ・スキャナの場合にの

み使用できます。 

 

1 1 9 7 1 0  
 
MS7220/MS7320シリー
ズ・スキャナの場合にの

み使用できます。 

 *  バーコード 
不在検出許可   バーコード 

不在検出禁止 

1 1 8 2 0 0  

 

1 1 8 2 1 0  
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セクション D  日本のダブル・フィールドのサポート 
 
日本のダブル・フィールド・バーコードをサポートするには、まずスキャナが次の設定に

プログラミングされていることを確認します。 
• セグメント化デコード禁止 
• 2読取バファ許可 
• バーコード不在検出禁止 
• 標準コード選択許可 

 
次に、日本 2フィールド許可 バーコードを読取ります。 
 

日本 2フィールド許可  * 日本 2フィールド禁止 

1 2 4 7 1 3  

 

1 2 4 7 0 3  

次に、ダブル・フィールドのシンボルとして使用される照合バーコードを選択します。 
ダブル・フィールド・モードでは UPC/EANバーコードのみが許可されることに注意してく
ださい。 
バーコードごとに少なくとも 2つのキャラクタを選択します。最大は、4つの上位バーコー
ドおよび 4つの下位バーコードです。 
 
例 
上位コード・ペア 1で最初の 2つのキャラクタとして 54を選択するには 

1. 上位コード 1キャラクタ 1バーコード（D-31ページを参照）を読取ります。 
2. キャラクタ 5 in 54の正しいコード・バイト値を決定します。 
（セクションMのページM-7およびM-8の ASCII参考表を参照） 

a. コード・バイト 0の読取 
b. コード・バイト 5の読取 
c. コード・バイト 3の読取 

3. 上位コード 1キャラクタ 2バーコード（D-31ページを参照）を読取ります。 
4. キャラクタ 4 in 54の正しいコード・バイト値を決定します 

a. コード・バイト 0の読取 
b. コード・バイト 5の読取 
c. コード・バイト 2の読取 

 
下位コード・ペア 1の最初の 2キャラクタとして 18を選択するには 

1. 下位コード 1キャラクタ 1バーコード（D-31ページを参照）を読取ります。 
2. キャラクタ 1 in 18の正しいコード・バイト値を決定します。 
（セクションMの ASCII参考表を参照） 

a. コード・バイト 0の読取 
b. コード・バイト 4の読取 
c. コード・バイト 9の読取 

3. 下位コード 1キャラクタ 2バーコード（D-31ページを参照）を読取ります。 
4. キャラクタ 8 in 18の正しいコード・バイト値を決定します 
（セクションMのページM-7およびM-8の ASCII参考表を参照） 

a. コード・バイト 0の読取 
b. コード・バイト 5の読取 
c. コード・バイト 6の読取 

 



 

セクション D 日本のダブル・フィールドのサポート 
 
上位コード 1 
キャラクタ 1  上位コード 1 

キャラクタ 2 

9 3 0 0 0 0  

 

9 3 0 1 0 0  

下位コード 1 
キャラクタ 1  下位コード 1 

キャラクタ 2 

9 3 0 2 0 0  

 

9 3 0 3 0 0  

上位コード 2 
キャラクタ 1  上位コード 2 

キャラクタ 2 

9 3 0 4 0 0  

 

9 3 0 5 0 0  
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セクション D  日本のダブル・フィールドのサポート 
 
下位コード 2 
キャラクタ 1  下位コード 2 

キャラクタ 2 

9 3 0 6 0 0  

 

9 3 0 7 0 0  

上位コード 3 
キャラクタ 1  上位コード 3 

キャラクタ 2 

9 3 0 8 0 0  

 

9 3 0 9 0 0  

下位コード 3 
キャラクタ 1  下位コード 3 

キャラクタ 2 

9 3 1 0 0 0  

 

9 3 1 1 0 0  

 

 



 

セクション D  日本のダブル・フィールドのサポート 
 
上位コード 4 
キャラクタ 1  上位コード 4 

キャラクタ 2 

9 3 1 2 0 0  

 

9 3 1 3 0 0  

下位コード 4 
キャラクタ 1  下位コード 4 

キャラクタ 2 

9 3 1 4 0 0  

 

9 3 1 5 0 0  
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セクション D  日本のダブル・フィールドのサポート 
 
日本トライアル時間   コード選択許可 

9 3 8 8 0 0  
 
特別コード選択モードの

合、上記のバーコード

すセクション M
3コード・バイトを読
ます。 

 
1
ま
 
例

であるの場合

は、上記のコードの後、

コード・バイト 0、コー
ド・バイト 0、および
コード・バイト 5を読取
ります。 

場

の後、適切なタイムアウ

ト値を表

の

取り

は 100ミリ秒に相当し
す。 

: 
適切なタイムアウトが

500ミリ秒

 

1 1 8 7 2 1 7  

エラー音許可  * エラー音禁止 

1 1 8 5 1 3  

特別コードの選択が失敗

したときに RAZZエラー
音を鳴らす能力を有効に

します。 

 

 

1 1 8 5 0 3  

 

 



 

セクション D テスト・モード 
 
スキャナビリティー  
ON  *  スキャナビリティー  

OFF 

1 1 8 0 1 7  
プションは読取が
どうかのテスト

このオ
可能か ・
モードです。 

Metrologic社の
レップの指示なく
して有効にしない
でください。 

 

1 1 8 0 0 7  

読取カウント・モード
ON  *  読取カウント・モード  

OFF 

1 1 8 0 1 6  
このオプションを有効に

カウン
ドに入
品番号 さ
れます。 

Metrologic社の
レップの指示なく
して有効にしない
でください。 

すると、スキャナは読取
ト・テスト・モー
り、スキャナの製
がホストに送信

 

1 1 8 0 0 6  

  一時シンボル 
 
 

 

一時シンボル・テスト・コード
は、すべての主要タイプ・バー

コード・シンボルを許可するとと

もに、必要なキャラクタの最小数

を 1に削減し、必要な ITFキャラ
クタの最小数を 2に設定し、さら
に転送の接頭詞としてシンボル名

を追加します。この設定は、ス

キャナの電源のオフ/オンを繰り
返すたびに禁止されます。 

9 9 8 0 4 1  

 

Metrologic社の
レップの指示なく
して有効にしない
でください。 
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セクション E 構成可能な接頭詞、すべてのデータ 
 

この設定項目を試す前に「設定モード IN/OUT」を読取ってください。また、x
ページのマルチ・コード方式を参照してください。 

 
IN/OUT設定モード  ~  設定可能な接頭詞 #1 

9 9 9 9 9 9  

 

9 0 3 5 0 0  
 
このオプションを選択す

ると、接頭 IDを付加して
データを送信できます。

付加したいキャラクタが

記載されているセクショ

ン Mの 3コード・バイ
ト・シーケンスを指定し

てください。 

~  設定可能な接頭詞 #2  ~  設定可能な接頭詞 #3 

9 0 3 6 0 0  
 
2番目の設定可能な接頭
詞キャラクタを付加しま

す。 

 

9 0 3 7 0 0  
 
3番目の設定可能な接頭詞
キャラクタを付加します。

~  設定可能な接頭詞 #4  ~  設定可能な接頭詞 #5 

9 0 3 8 0 0  
 
4番目の設定可能な接頭
詞キャラクタを付加しま

す。 

 

9 0 3 9 0 0  
 
5番目の設定可能な接頭
詞キャラクタを付加しま

す。 

Prefixes/Suffixes E
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セクション E  構成可能な接頭詞、すべてのデータ 
 
~  設定可能な接頭詞 #6  ~  設定可能な接頭詞 #7 

9 0 4 0 0 0  
 
6番目の設定可能な接頭
詞キャラクタを付加しま

す。 

 

9 0 4 1 0 0  
 
7番目の設定可能な接頭
詞キャラクタを付加しま

す。 

~  設定可能な接頭詞 #8  ~  設定可能な接頭詞 #9 

9 0 4 2 0 0  
 
8番目の設定可能な接頭
詞キャラクタを付加しま

す。 

 

9 0 4 3 0 0  
 
9番目の設定可能な接頭
詞キャラクタを付加しま

す。 

~  設定可能な接頭詞 #10  *  すべての設定可能な接
頭詞をクリヤする 

9 0 4 4 0 0  

 

9 9 9 9 8 5  

 



 

セクション E  設定可能 IDキャラクタ、コード別 
 
*  設定可能なコード 

IDバイトを接頭詞とし
て使用 

 
設定可能なコード 
IDバイトを接尾詞として
使用 

1 0 5 5 0 7  
 
ユーザーが設定可能な、

コード別 IDバイトはデー
タの前に送信されます。 
 

これを接頭詞とし

て使えば、接尾詞

は使えない。 

 

1 0 5 5 1 7  
 
ユーザ

コード デー

タの後に送信されます。 
 

これを接尾詞とし

て使えば、接頭詞

は使えない。 

ーが設定可能な、

別 IDバイトは

IDキャラクタ 
 
~ UPC-A ID設定†  ~ UPC-E ID設定 †

9 0 5 6 0 0  
 

 

9 0 5 7 0 0  
 

† マルチ・コ－ド方式を使用の際、このバーコードを最初に読取り、このバーコード
と関連している独特の IDキャラクタを表している 3コード・バイト（セクション
M）のバーコードを読取ります。（また、xページのマルチコード方式 を参照してく
ださい。） 
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セクション E 設定可能 IDキャラクタ、コード別 
 
~ EAN-8 ID 設定†  ~ EAN-13 ID 設定†

9 0 5 8 0 0  

 
 

† マルチ・コ－ド方式を使用の際、
このバーコードを最初に読取り、

このバーコードと関連している独

特の IDキャラクタを表している
3コード・バイト（セクション
M）のバーコードを読取ります。
（また、xページのマルチコード
方式を参照してください。） 

9 0 5 9 0 0  

~ Code 39 ID設定†  ~  Code 128 ID設定†

9 0 6 0 0 0  

 

9 0 6 1 0 0  

 



 

セクション E  設定可能 IDキャラクタ、コード別 
 
~ Code 93 ID 設定†  ~ Code 11 ID 設定†

9 0 6 3 0 0  

 
 
 

† マルチ・コ－ド方式を使用の際、
このバーコードを最初に読取り、

このバーコードと関連している独

特の IDキャラクタを表している
3コード・バイト（セクション
M）のバーコードを読取ります。
（また、xページのマルチコード
方式を参照してください。） 

9 0 6 4 0 0  

~ テレペン ID設定 †  ~  TRI-OPTIC ID設定†

9 0 6 2 0 0  

 

9 0 7 2 0 0  
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セクション E  設定可能 IDキャラクタ、コード別 
 
~  スタンダード 2 of 5 

ID 設定†  ~  インターリブド 2 of 5  
ID 設定†

9 0 7 1 0 0  

 
 
 

† マルチ・コ－ド方式を使用の際、
このバーコードを最初に読取り、

このバーコードと関連している独

特の IDキャラクタを表している
3コード・バイト（セクション
M）のバーコードを読取ります。
（また、xページのマルチコード
方式を参照してください。） 

9 0 6 7 0 0  

~  マトリックス 2 of 5  
ID 設定†  ~  Airline 2 of 5  

ID 設定†

9 0 6 8 0 0  

 

9 0 6 9 0 0  

 



 

セクション E  設定可能 IDキャラクタ、コード別 
 
~  MSI Plessey ID 設定†  ~  UK Plessey ID設定†

9 0 6 5 0 0  

 
 
 

† マルチ・コ－ド方式を使用の際、
このバーコードを最初に読取り、

このバーコードと関連している独

特の IDキャラクタを表している
3コード・バイト（セクション
M）のバーコードを読取ります。
（また、xページのマルチコード
方式を参照してください。） 

9 0 7 0 0 0  

 
~ Codabar ID 設定†  *  すべての設定可能な 

特別IDをクリヤする†

9 0 6 6 0 0  

 

9 9 9 9 8 3  
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セクション E  標準の接頭詞キャラクタ 
 
STX 接頭詞 許可  *  STX 接頭詞 禁止 

1 1 6 6 1 5  
 
これを有効にすれば、ス

キャナは Start of TeXt 
（ASCII 02H）を各バー
コード・データの前に付

加して転送します。 

 

1 1 6 6 0 5  
 
Start of TeXt（ASCII  
02H）を各バーコード・
データの前に付加して転

送しない。 

Rochford-Thomson 
モード許可  *  Rochford-Thomson 

モード禁止 

1 0 5 5 1 3  

 

1 0 5 5 0 3  

AIM IDキャラクタ許可  *  AIM IDキャラクタ禁止 

1 0 7 9 1 5  
 
スキャナは AIMシンボル
IDを転送します。 
 

一部のスキャナ・

モデルはこの設定

をサポートしませ

ん。 

 

1 0 7 9 0 5  
 
スキャナは AIMシンボル
IDを転送しません。 

 



 

セクション E 標準の接頭詞キャラクタ 
 
UPC接頭 ID許可  *  UPC接頭 ID禁止 

1 1 6 6 1 7  
 
これを有効にすれば、ス

キャナは UPC/EANの前
に接頭詞を付加してデー

タを転送します。 
 
接頭詞は 

A（UPC-A）、 
E0（UPC-E）、 
F（EAN-13）、それに 
FF（EAN-8）です。 

 

1 1 6 6 0 7  
 
UPC/EANコードに対し
て接頭詞を IDの前につけ
ない。 

NCR接頭 ID許可  *  NCR接頭 ID禁止 

1 0 7 9 1 1  
 
これを有効にすれば、ス

キャナは下記のコード体

系に接頭詞を付加して

データを転送します。 

 

1 0 7 9 0 1  

A（UPC-A）、 
E0（UPC-E）、 
FF（EAN-8）、 
F（EAN-13）、 
B1（Code 39）、 
B2（ITF）、それに 
B3（Code 128と他のコード） 
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セクション E  標準の接頭詞キャラクタ 
 
Nixdorf IDキャラクタ 
許可  *  Nixdorf IDキャラクタ 

禁止 

1 0 7 9 1 7  
 
これを有効にすれば、

Siemen/Nixdorfレジス
ター用の確認コードを

バーコードの前に付加し

てデータを転送します。 

 

1 0 7 9 0 7  
 
このオプションは

Siemens/Nixdorf確認 
コードを転送しません。 

SANYO IDキャラクタ 
許可  *  SANYO IDキャラクタ  

禁止 

1 0 7 9 1 6  
 
Sanyo IDキャラクタを 
転送します。 

 

1 0 7 9 0 6  
 
Sanyo IDキャラクタは 
転送しません。 

 



 

セクション E  標準の接頭詞キャラクタ 
 
TECレジスター・ 
フォーマット 
IDキャラクタ許可 

 
TECレジスター・ 
フォーマット 
IDキャラクタ禁止 

1 2 4 7 1 0  
 

 

1 2 4 7 0 0  
 

TEC MA1530  
IDキャラクタ許可  TEC MA1530  

IDキャラクタ禁止 

1 0 8 0 1 0  
 

 

1 0 8 0 0 0  
 

シンボル接頭詞許可  シンボル接頭詞禁止 

1 0 5 5 1 4  
 
このオプションは、バー

コード転送の前にシンボ

ルの記述を追加します。 

 

1 0 5 5 0 4  
 
このオプションは、バー

コード転送の前にシンボ

ルの記述を追加しませ

ん。 
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セクション E  標準の接頭詞キャラクタ 
 
製造者 ID接頭詞 許可  *  製造者 ID接頭詞 禁止 

1 0 5 5 1 2  
 
スキャナ・メーカーを確

認するために

「METROLOGIC」を
バーコード・データの前

に付加して転送します。 

 

1 0 5 5 0 2  
 
製造者確認コードは転送

されません。 

C接頭詞 許可  *  C接頭詞 禁止 

1 0 5 5 1 1  

 

1 0 5 5 0 1  

UPC/EANの「$」接頭 
ID許可  *  UPC/EANの「$」接頭 

ID禁止 

1 0 5 5 1 0  

 

1 0 5 5 0 0  

 



 

セクション E 標準の接頭詞キャラクタ 
 
Tab接頭詞 許可  *  Tab接頭詞 禁止 

1 1 6 6 1 1  
 
スキャナは TAB（ASCII 
09H）をバーコード・
データの前に付加して転

送します。 

 

1 1 6 6 0 1  
 
スキャナは TABを転送し
ません。 

SNI Beetleモード 許可  *  SNI Beetle Mode禁止 

1 1 6 1 1 1  

 

1 1 6 1 0 1  

Cipher 1021 ID許可  *  Cipher 1021 ID禁止 

1 1 6 1 1 3  

 

1 1 6 1 0 3  
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セクション E  標準の接尾キャラクタ 
 
*  CR 接尾詞 許可  CR 接尾詞 禁止 

1 1 6 6 1 3  
 
これを有効にすると、ス

キャナはバーコード・

データの後に CRを転送
します。 

 

1 1 6 6 0 3  
 
スキャナはバーコード・

データの後に CRを転送
しません。 

*  LF接尾詞 許可  LF接尾詞 禁止 

1 1 6 6 1 2  
 
これを有効にすると、ス

キャナはバーコード・

データの後に LFを転送
します。 
 

キーボード・

ウェッジ・デフォ

ルトが入っている

場合は無効になり

ます。 

 

1 1 6 6 0 2  
 
スキャナはバーコード・

データの後に LFを転送
しません。 

Tab 接尾詞 許可  *  Tab 接尾詞 禁止 

1 1 6 6 1 0  
 
これを有効にすると、ス

キャナはバーコード・

データの後に TAB
（ASCII 09H）を転送し
ます。 

 

1 1 6 6 0 0  
 
スキャナは、各バーコー

ドの後に TAB（ASCII 
09H）を転送しません。 

 



 

セクション E  標準の接尾キャラクタ 
 
ETX接尾詞 許可  ETX接尾詞 禁止 

1 1 6 6 1 4  
 
これを有効にすると、ス

キャナはバーコード・

データの後に End of TeXt
（ASCII 03H）を転送し
ます。 

 

1 1 6 6 0 4  
 
これを無効にすると、ス

キャナは End of TeXt 
（ASCII 03H）を転送し
ません。 

UPC接尾 ID 許可  * UPC接尾 ID 禁止 

1 1 6 6 1 6  
 
これを有効にすると、ス

キャナは UPC/EANコー
ドの後に接尾詞を転送し

ます。 
 
その内容は、 
A（UPC-A）、 
E（UPC-E）、 
F（EAN-13）それに 
F（EAN-8）です。 

 

1 1 6 6 0 6  
 
UPC/EANコードの後に
接尾詞は転送しません。 
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セクション E  データ長の 2回一致チェック (LRC) 
 
LRC計算の送信 許可  *  LRC計算の送信 禁止 

1 0 7 8 1 1  
 
このオプションを選ぶ

と、スキャナはバーコー

ド・データの後に LRC
チェック・キャラクタを

出力します。 

 

1 0 7 8 0 1  
 
バーコード・データの後

に LRC（チェック・キャ
ラクタ）を出力しませ

ん。 

   
   

*  LRCを最初のバイトか
ら始める  LRCを 2番目のバイトか

ら始める 

1 0 7 8 0 0  
 
スキャナは LRCチェッ
ク・ディジットを最初の

キャラクタから計算し始

めます。 

 

1 0 7 8 1 0  
 
スキャナは LRCチェッ
ク・ディジットを 2番目
のキャラクタから計算し

始めます。 

 



 

セクション E  ユーザーが設定可能な接尾詞、すべてのデータ 
 

この設定項目を選ぶ前に「IN/OUT設定モード」を読取ってください。また、
xページのマルチ・コード方式 を参照してください。 

 
 
IN/OUT設定モード  ~  設定可能な接尾 

キャラクタ#1 

9 9 9 9 9 9  

 

9 0 4 5 0 0  
 
これを選択すると、接尾

IDがデータに付加され指
定されます。 
このコード

 

と付加したい

キャラクタが記載されて

いるセクションMの 3
コード・バイト・シーケ

ンスを併用して使ってく

ださい。 

~  設定可能な接尾 
キャラクタ#2  ~  設定可能な接尾 

キャラクタ#3 

9 0 4 6 0 0  
 
2番目の設定可能な接尾
キャラクタを指定しま

す。 

 

9 0 4 7 0 0  
 
3番目の設定可能な接尾
キャラクタを指定しま

す。 

Prefixes/Suffixes E
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セクション E  ユーザーが設定可能な接尾詞、すべてのデータ 
 
~  設定可能な接尾 
キャラクタ#4†  ~設定可能な接尾 

キャラクタ#5†

9 0 4 8 0 0  
 
4番目の設定可能な接尾
キャラクタを指定しま

す。 

† マルチ・コ－ド方式を使用の際、
このバーコードを最初に読取り、

目的のキャラクタを表す 3コー
ド・バイト（セクション M）の
バーコードを読取ります（また、

xページのマルチコード方式を参
照してください）。 

9 0 4 9 0 0  
 
5番目の設定可能な接尾
キャラクタを指定しま

す。 

~  設定可能な接尾 
キャラクタ#6†  ~  設定可能な接尾 

キャラクタ#7†

9 0 5 0 0 0  
 
6番目の設定可能な接尾
キャラクタを指定しま

す。 

 

9 0 5 1 0 0  
 
7番目の設定可能な接尾
キャラクタを指定しま

す。 

 



 

セクション E  ユーザーが設定可能な接尾詞、すべてのデータ 
 
~  設定可能な接尾 
キャラクタ#8†  ~  設定可能な接尾 

キャラクタ#9†

9 0 5 2 0 0  
 
8番目の設定可能な接尾
キャラクタを指定しま

す。 

 

9 0 5 3 0 0  
 
9番目の設定可能な接尾
キャラクタを指定しま

す。 

~  設定可能な接尾 
キャラクタ#10†

9 0 5 4 0 0  
 
10番目の設定可能な接尾
キャラクタを指定しま

す。 

 

† マルチ・コ－ド方式を
使用の際、このバー

コードを最初に読取

り、目的のキャラクタ

を表す 3コード・バイ
ト（セクションM）の
バーコードを読取りま

す（また、xページの
マルチコード方式を参
照してください）。 

  *  すべてのユーザー設定 
可能接尾詞のクリヤ 

  

9 9 9 9 8 4  

Prefixes/Suffixes E
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セクション E  特別フォーマット 
 
SINEKOモード許可  *  SINEKOモード禁止 

1 0 7 9 1 4  

 

1 0 7 9 0 4  

Newcodeフォーマット・
モード A許可  *  Newcodeフォーマッ

ト・モード A禁止 

1 1 6 7 1 1  

 

1 1 6 7 0 1  

Newcodeフォーマット・
モード B許可  *  Newcodeフォーマッ

ト・モード B 禁止 

1 1 6 7 1 0  

 

1 1 6 7 0 0  
 

 



 

セクション E  キャラクタの置換 
 
キャラクタを置換するには 

1. IN/OUT設定モード・バーコードを読取ります。 
（このガイドの冒頭の xページを参照） 

2. コードを置換するキャラクタ を読取ります（以下を参照） 
3. 置換するキャラクタの ASCIIコード・バイト値を読取ります。 

（セクションMの ASCII参考表を参照） 
4. 置換キャラクタ・バーコードを読取ります。 
5. 置換キャラクタの ASCIIコード・バイト値を読取ります。 
6. IN/OUT設定モード・バーコードを読取ります。 

（このガイドの冒頭の xページを参照） 
 
置換するキャラクタ  置換なし 

9 3 8 6 0 0  

 

8 3 8 6 0 0  

   

   

置換後のキャラクタ   

9 3 8 7 0 0  

  

 

Prefixes/Suffixes E
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セクション F UPC/EANフォーマット 
  

*  UPC-Aチェック・ディ
ジットを転送する  UPC-Aチェック・ディ

ジットを転送しない 

1 0 7 5 1 7  

 

1 0 7 5 0 7  

UPC-Eチェック・ディ
ジットを転送する  *  UPC-Eチェック・ディ

ジットを転送しない 

1 0 7 5 1 6  

 

1 0 7 5 0 6  

UPC-Eを 12桁に 
拡張する  *  UPC-Eを 12桁に 

拡張しない 

1 0 7 5 1 5  
 
UPC-Eコードを 12桁と
同等の UPC-Aコードに 
拡張する。 

 

1 0 7 5 0 5  
 
UPC-Eコードを 12桁と
同等の UPC-Aコードに 
拡張しない。 

コード・フォーマット F

 

1 



コード・フォーマット F

 

2 

セクション F  UPC/EANフォーマット 
 
UPC-Aを EAN-13に 
変換する  *  UPC-Aを EAN-13に 

変換しない 

1 0 7 5 1 4
 

 

このオプションが選択さ

れたら、スキャナは 
UPC-Aを先頭「0」を付
加し EAN-13に変換し
データは転送されます。 

 

1 0 7 5 0 4  
 
このオプションでは、ス

キャナは UPC-Aを EAN-
13に変換しません。 

UPC-Eに先頭「0」を 
転送する  UPC-Eに先頭「0」を 

転送しない 

1 0 7 5 1 3  
 
これが選ばれたら、UPC-
Eコードの先頭に「0」を
付加してデータが転送さ

れます。 

 

1 0 7 5 0 3  
 
このオプションでは、

UPC-Eコードに先頭の
「0」を転送しません。 

EAN-8を EAN-13に 
変換する  *  EAN-8から EAN-13へ 

変換しない 

1 0 7 5 1 2  
 
これが選ばれたら、ス

キャナは EAN-8の先頭に
「0」を 5個付加して 
EAN-13と同等の 13桁で
データが転送されます。 

 

1 0 7 5 0 2  
 
スキャナは、EAN-8を
EAN-13に変換しませ
ん。 

 



 

セクション F  UPC/EANフォーマット 
 
* UPC-Aナンバー・ 
システムを転送する  UPC-Aナンバー・ 

システムを転送しない 

1 0 7 5 1 1  

 

1 0 7 5 0 1  
 

Metrologicは、こ
の設定の使用を避け

ることをを強くお勧

めします。データ

ベース内でナンバー

が重複する可能性が

あります。 

*  UPC-A MFR #を 
転送する  UPC-A MFR #を 

転送しない 

1 0 7 6 1 1  

 

1 0 7 6 0 1  

*  UPC-A ITEM#を転送す
る  UPC-A ITEM#を転送しな

い 

1 0 7 6 1 0  

 

1 0 7 6 0 0  

コード・フォーマット F
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コード・フォーマット F
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セクション F UPC/EANフォーマット 
 
*  EAN-8チェック・ディ
ジットを転送する  EAN-8チェック・ディ

ジットを転送しない 

1 0 7 9 1 0  

 

1 0 7 9 0 0  

*  EAN-13チェック・
ディジットを転送する  EAN-13チェック・ディ

ジットを転送しない 

1 0 7 9 1 2  

 

1 0 7 9 0 2  

GTIN-14フォーマット†  非GTIN-14フォーマット†

1 0 7 5 1 0  

 
†  MS7220/MS7320/MS7600
スキャナの場合にのみ使

用できます。 

1 0 7 5 0 0  

 



 

セクション F  Codabar (NW-7) フォーマット 
 

 NW-7のスタート/ストップ・
キャラクタを転送する  

 

1 0 7 7 1 7  
 
NW-7のスタート/ストップ・
キャラクタをバーコード・デー

タの前後に転送します。 

 

  *  NW-7のスタート/ストップ・
キャラクタを転送しない  

 

1 0 7 7 0 7  
 
NW-7のスタート/ストップ・
キャラクタをバーコード・デー

タの前後に転送しません。 

 

  

コード・フォーマット F
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セクション F  Codabar (NW-7) フォーマット 
 

 CLSI編集 許可  
 

1 0 7 7 1 6  
 
ホスト る

前に C
す。 

このオプションは

NW-7の 14桁の 
データのみ有効。 

にデータを転送す

LSI編集を行いま

 

 

 *  CLSI編集 禁止  
 

1 0 7 7 0 6  
 
このオプションはホストに

データを転送する前に 
CLSI編集を行いません。

 

 



 

セクション F  Code 39フォーマット 
 
MOD 43チェックの 
Code 39許可  * MOD 43チェックの 

Code 39禁止 

1 0 0 2 1 3  
 
スキャナは、有効なモ

ジュラス 43チェック・
ディジットを持つ Code 
39バーコードのみを読取
ります。 

 

1 0 0 2 0 3  
 
スキャナは、モジュラス

43チェック・ディジット
について Code 39バー
コードをテストしませ

ん。 

Code 39の Mod 43
チェック・ディジットを

転送する 
 

* Code 39の Mod 43
チェック・ディジット

を転送しない 

1 0 7 7 1 5  
 
この設定は Code 39オプ
ションの Mod 43チェッ
クと関連しており、両方

とも有効にする必要があ

ります。 

 

1 0 7 7 0 5  
 
このオプションは Code 
39の Mod 43チェック・
キャラクタを転送しませ

ん。 

 

コード・フォーマット F
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セクション F  Code 39フォーマット 
 

 Code 39スタート/ストップ・
キャラクタを転送する  

 

1 0 7 7 1 0  
 
スキャナは Code 39のスター
ト/ストップ・キャラクタを
バーコード・データの前後に 
転送します。 

 

 *  Code 39スタート/ストッ
プ・キャラクタを転送しない

 

 

1 0 7 7 0 0  
 
スキャナは Code 39のスター
ト/ストップ・キャラクタを
バーコード・データの前後に 
転送しません。 

 

 



 

セクション F CODE 11およびテレペン 
 

 
Code 11チェック・ 
ディジットを転送する 

 
* Code 11チェック・
ディジットを 
転送しない 

1 0 7 7 1 3  
 
セクション Aの「Code 
11許可」設定と併用する
と、スキャナは Code 11
チェック・キャラクタを

転送します。 

 

1 0 7 7 0 3  
 
スキャナは、Code 11
チェック・キャラクタを

転送しません。 

テレペンの^Lから 
E変換許可  *  テレペンの^Lから 

E変換禁止 

1 0 7 8 1 4  

 

1 0 7 8 0 4  

コード・フォーマット F
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セクション F Plessey 
 
 
UK Plesseyチェック・
ディジットを転送する 

 
*  UK Plesseyチェック・
ディジットを転送しな

い 

1 0 7 8 1 6  
 
セクション Aの「UK 
Plessey許可」設定と併
用すると、スキャナは

UK Plesseyチェック・
ディジット・キャラクタ

を転送します。 

 

1 0 7 8 0 6  
 
UK Plesseyチェック・
ディジット・キャラクタ

を転送しません。 

UK Plessey特別 
フォーマット許可  UK Plessey特別 

フォーマット禁止 

1 0 7 8 1 5  

 

1 0 7 8 0 5  

誤った UK Plessey 
ストップ・キャラクタの 
処理 

 
*  標準の UK Plessey 
ストップ・キャラクタ 
処理 

1 0 8 0 1 3  

 

1 0 8 0 0 3  

 



 

セクション F Plessey 
 
*  MSI Plesseyチェッ
ク・ディジットなし   

2 0 0 7 0 4  
 
スキャナは、チェック・

ディジットについて MSI 
Plesseyバーコードをテ
ストしません。 

  

MSI Plessey MOD 10/10
チェック・ディジット 
許可 

 
* MSI Plessey MOD 10 
チェック・ディジット 
許可 

2 0 0 7 3 4  
 
スキャナはダブル・モ

ジュラス 10チェック・
ディジットについて MSI 
Plesseyバーコードをテ
ストします。 

 

2 0 0 7 2 4  
 
スキャナはシングル・モ

ジュラス 10チェック・
ディジットについて MSI 
Plesseyバーコードをテス
トします。 

MSI Plessey チェック・
ディジットを転送する  *  MSI Plessey チェック・

ディジットを転送しない 

1 0 7 7 1 1  
 
このオプションは「MSI 
Plessey Modオプション
を有効」の項目と併行す

ることが必要です。 

 

1 0 7 7 0 1  
 
スキャナは MSI Plesseyの
チェック・ディジット・

キャラクタを転送しませ

ん。 

コード・フォーマット F
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セクション F  インターリブド 2 of 5コード・フォーマット 
 
ITFの Mod 10チェック 
許可  * ITFの Mod 10チェック 

禁止 

1 0 0 3 1 0  
 
スキャナは、モジュラス

10チェック・ディジット
を持つインターリブド 2 
of 5（ITF）バーコードの
みを読取ります。 

 

1 0 0 3 0 0  
 
スキャナは、モジュラス

10チェック・ディジット
についてインターリブド 2 
of 5（ITF）バーコードをテ
ストしません。 

 
ITFの Mod 10チェック・
ディジットを転送する 

 
*  ITFの Mod 10チェッ
ク・ディジットを 
転送しない 

1 0 7 7 1 4  
 
これを選択すると、ス

キャナは ITFの Mod 10 
チェック・キャラクタを

転送します。 

 

1 0 7 7 0 4  
 
転送しない：これを選択す

ると、スキャナは ITFの
Mod 10チェック・キャラ
クタを転送しません。ITF 
の Mod 10チェックと関連
していて、両方の設定が有

効になっている必要があり

ます。 

マトリックス 2 of 5
チェック・ディジットを

転送する 
 

*  マトリックス 2 of 5
チェック・ディジットを

転送しない 

1 0 7 8 1 2  

 

1 0 7 8 0 2  

 

 



 

セクション G RS-232モード許可 
 
*  RS-232モード許可   

4 1 5 5 5 4  
 
これを有効にすると、ス

キャナは RS-232±12 V 
シリアル出力となりま

す。 

  

RS-232 G 

 

1 



RS-232 G 
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セクション G パリティの設定 
 

パリティなし パリティ・ビットはデータ送信のエラーを

キャッチする余分なデータ・ビットです。ス

キャナのパリティはホストのパリテと同じ設

定にする必要があります。 

3 1 6 0 4 5  

奇数パリティ  *  スペース・パリティ 

3 1 6 0 0 5  
 
奇数パリティは 1か 0を
選び、データ・ビットの

奇数が 1になるようにし
ます。 

 

3 1 6 0 1 5  
 
スペース・パリティは常

に 0を設定します。 

偶数パリティ  マーク・パリティ 

3 1 6 0 2 5  
 
偶数パリティは 1か 0を
選び、データ・ビットの

偶数が 1になるようにし
ます。 

 

3 1 6 0 3 5  
 
マーク・パリティは常に 
1を設定します。 

 



 

セクション G ボーレート 
 

115200ボーレート 「ボー」または「ボー・レート」とは、

データの転送速度です。ホスト装置に一

致するボーをスキャナでも選択します。 

4 1 5 8 1 0 0  

57600ボーレート  38400ボーレート 

4 1 5 8 9 0  

 

4 1 5 8 8 0  

19200ボーレート  14400ボーレート 

4 1 5 8 7 0  

 

4 1 5 8 6 0  

RS-232 G 
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RS-232 G 
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セクション G ボーレート 
 
*  9600ボーレート  4800ボーレート 

4 1 5 8 5 0  

 

4 1 5 8 4 0  

2400ボーレート  1200ボーレート 

4 1 5 8 3 0  

 

4 1 5 8 2 0  

600ボーレート  300ボーレート 

4 1 5 8 1 0  

 

4 1 5 8 0 0  

 



 

セクション G データ/ストップ・ビット 
 
*  7データ・ビット  8データ・ビット 

1 1 6 0 0 3  
 
それぞれのキャラクタが

送信されるデータ・ビッ

ト数です。 

 

1 1 6 0 1 3  

1ストップ・ビット  *  2ストップ・ビット 

1 1 6 0 1 4  

 

1 1 6 0 0 4  

RS-232 G 

 

5 



RS-232 G 
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セクション G ハード・ハンドシェーク 
 
RTS/CTS 
ハンドシェーク許可  *  RTS/CTS 

ハンドシェーク禁止 

1 1 5 8 1 6  
 
RTS信号を出力し、CTS
信号を待機してデータを

転送します。 

 

1 1 5 8 0 6  
 
RTS/CTSハンドシェーク
は使わない。 

*  キャラクタ RTS/CTS  メッセージ RTS/CTS 

1 1 5 8 1 5  
 
各キャラクタの RTS信号
をアクティベートした

り、非アクティベートす

る。 

 

1 1 5 8 0 5  
 
最初のキャラクタを転送

する前に RTSをアクティ
ベートし、最後のキャラ

クタが転送され終わるま

で、アクティブにしてお

く。 

逆 RTSポラリティ
（RSV1）   

*  標準 RTSポラリティ 

1 2 4 5 1 0  
 
＋12 V＝非アクティブ 
－12 V＝アクティブ 

 

1 2 4 5 0 0  
 
標準 RTSポラリティを使
用 
－12 V＝非アクティブ 
＋12 V＝アクティブ 

 



 

セクション G ハード・ハンドシェーク 
 
逆 CTSポラリティ
（RSV2）   

*  標準 CTSポラリティ 

1 2 4 5 1 1  
 
＋12 V＝ 非アクティブ、

送信しない 
－12 V＝ アクティブ、 

送信 OK 

 

1 2 4 5 0 1  
 
－12 V＝ 非アクティブ、

送信しない 
＋12 V＝ アクティブ、 

送信 OK 

RTS をアクティベート
し、CTSを待機しない
（RSV3） 

 
 
*  RTSをアクティベート
し、CTSを待機 

1 2 4 5 1 2  
 
送信のために RTSをアク
ティベートするが、CTS 
を待機しません。 

 

1 2 4 5 0 2  
 
RTSをアクティベートし
た後に CTSを待機しま
す。 

RTSの前に CTSを 
テストする（RSV4）  *  RTSの前に CTSを 

テストしない 

1 2 4 5 1 3  
 
CTSが既にアクティブな
場合、RTSをアクティ
ベートしません。 

 

1 2 4 5 0 3  
 
CTSが既にアクティブな
場合、テストはせずに

RTSをアクティブベート
します。 

RS-232 G 
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セクション G ハード・ハンドシェーク 
 
CTS読取送信  * CTS読取送信なし 

1 2 0 4 1 7  
 
CTSラインを使用するこ
とにより、デコードされ

たバーコードの転送が可

能になります。 

 

1 2 0 4 0 7  

DTRサポート許可  *  DTRサポート禁止 

1 1 5 8 1 7  
 
スキャナは、Data 
Terminal Ready（DTR）
信号が非アクティブにな

ると読取を停止します。 

 

1 1 5 8 0 7  

RTSカウンター・ 
トグル許可  *  RTSカウンター・ 

トグル禁止 

1 1 5 9 1 5  
 
正常に読取った際にス

キャナは RTSラインをト
グルします。 

 

1 1 5 9 0 5  

 



 

セクション G ソフト・ハンドシェーク 
 
XON/XOFFハンドシェー
ク許可  *  XON/XOFFハンド

シェーク禁止 

1 1 5 9 1 4  
 
これを有効にして XOFF
（ASCII 13H）を受信す
ると、スキャナは送信を

ストップします。XON 
（ASCII 11H）を受信し
たら送信は再び開始しま

す。 

 

1 1 5 9 0 4  
 
スキャナは XON/XOFF 
をテストしません。 

ACK/NAK許可  *  ACK/NAK禁止 

1 1 5 9 1 3  

く

 
NAKを受信した時、最後
のデータのみ送信し

ACK/NAKを再び待機し
ます。 

 
データ送信後にホストか

ら ACK（06H）か NAK 
（15H）反応を待機しま
す。 
 
If ACKを受信した時、通
信サイクルを完了し多

のデータを受けつけま

す。 

 

1 1 5 9 0 3  
 
ACK/NAKハンドシェー
クをサポートしません。 

RS-232 G 
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RS-232 G 
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セクション G ソフト・ハンドシェーク 
 
O/Nハンドシェーク許可  O/Nハンドシェーク禁止 

1 1 5 9 1 2  
この設定を使用するには

ACK/NAKハンドシェーク
（G9ページ）を許可する
必要があります。 

 

1 1 5 9 0 2  

ACK/NAKの BEL/CANを
サポート  *  ACK/NAKの BEL/CAN 

を無視 

1 1 5 9 1 1  
BEL（07H）を受信した
時、スキャナはビープ音を

3回鳴動し通信ループから
退出します。CAN（18H）
を受信するとスキャナは

ビープ音なしに通信ループ

を退出します。 

 

1 1 5 9 0 1  
通信ループで BEL/CAN 
キャラクタを無視します。 

Razzコマンド許可  Razzコマンド禁止 

1 1 8 4 1 5  
スキャナは、zの受信時に
RAZZを 1回行います。z
の前の

あり、

された

数回鳴 。 
 

この設定では、通常

の BELコマンドをア
クティベートする必

要があります。 

キャラクタが数値で

zの 1秒以内に送信
場合、RAZZ音が複
る場合があります

 

1 1 8 4 0 5  
通信ループ内の zキャラク
タを無視します。 

 



 

セクション G  ソフト・ハンドシェーク 
 
5回の ACK/NAK 
タイムアウト許可  *  5回の ACK/NAK 

タイムアウト禁止 

1 1 8 0 1 3  
 
通信ループから退出する

前に、データの NAK 送信
を 5回まで試みます。 

 

1 1 8 0 0 3  
 
5回の NAKサイクルに限
らず、無限に送信を行い

ます。 

5回の NAK再試行を許可  5回の NAK再試行を禁止 

1 1 5 8 1 4  

 

1 1 5 8 0 4  

RS-232 G 
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RS-232 G 
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セクション G  その他の設定 
 

French PCターム許可  *  French PCターム禁止 

1 1 6 1 1 0  
 
これを有効にすると、ス

キャナは ASCIIデータ・
キャラクタの代わりに

PC タイプの make/break 
読取コードを転送しま

す。読取コードはWYSE 
French PCタームに合い
ます。 

 

1 1 6 1 0 0  
 
French PCターム・モー
ドは転送しません。 

USA Wyse PC許可  USA Wyse PC禁止 

1 1 6 1 1 7  
 
USA Wyse PC形式の
キーボードの PCTERM
モードを許可 

 

1 1 6 1 0 7  
 
USA Wyse PC形式の
キーボードの PCTERM
モードを禁止 

* データ受信許可  データ受信禁止 

1 2 5 0 0 6  
 
 
 

 

1 2 5 0 1 6  
 
5秒後に受信ポートを禁
止します。 

 



 

セクション H キーボード・エミュレーションの有効 
  
キーボード・ウェッジの 
デフォルトをロード   

9 9 9 9 9 4  
 
キーボード・ウェッジ・

モードのデフォルト設定を

ロードします。 

  

独立キーボード・ 
エミュレーション許可  *  キーボード・ウェッジ・

エミュレーション許可 

5 1 5 5 1 5 3  
 
外付キーボードにケーブル

が接続されていない特別の

独立キーボード・モデルに

使います。このモードを有

効にすれば、スキャナは

キーボードに「パワーON」
データを送信し、ハードウ

エアを設定し、キーボード

の接続をシミュレートしま

す。 

 

5 1 5 5 1 4 3  
 
外部キーボードの使用時に

設定します。バーコード・

データが利用可能でない場

合に、標準の PCキーボー
ドによる通信を可能にする

ウェッジ・モードで転送し

ます。 

キーボード H
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セクション H  国別/読取コード表の選択 
 
*  米国キーボード  スイス・キーボード 

4 1 6 2 6 0  
 
米語キーボードを有効に

します。. 

 

4 1 6 2 8 0  
 
スイス語のキーボードを

有効にします。 

スペイン・キーボード  イタリア・キーボード 

4 1 6 2 5 0  
 
スペイン語のキーボード

を有効にします。 

 

4 1 6 2 4 0  
 
イタリア語のキーボード

を有効にします。 

ドイツ・キーボード  フランス・キーボード 

4 1 6 2 3 0  
 
ドイツ語のキーボードを

有効にします。 

 

4 1 6 2 2 0  
 
フランス語のキーボード

を有効にします。 

 



 

セクション H 国別/読取コード表の選択 
 

英国キーボード  ベルギー・キーボード 

4 1 6 2 1 0  
 
英語のキーボードを有効に

します。 

 

4 1 6 2 0 0  
 
ベルギー語のキーボードを

有効にします。 

 
日本キーボード  IBM 4700ファイナンシャ

ル・キーボード 

4 1 6 2 1 0 0  
 
日本語のキーボードを有効

にします。 

 

4 1 6 2 7 0  
 
IBM 4700ファイナンシャ
ル・キーボードを有効に 
します。 

スウェーデン/フィンランド
キーボード   

4 1 6 2 9 0  
 
スウェーデン語/フィンラン
ド語のキーボードを有効に

します。 

  

キーボード H
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セクション H キーボード/システム・タイプ 
 

*  ATキーボード  XTキーボード 

2 1 6 2 1 5  
 
ATコンピュータ（IBM 
PS/2およびコンパチ・モ
デル 50, 55, 60, 80を含
む）の使用の場合、この

メニューを読取ってくだ

さい。 

 

2 1 6 2 0 5  
 
XTコンピュータを使用の
際は、このメニューを読

取ってください。 

 
PS/2キーボード  ターミナル・キーボー

ド・エミュレーション 

2 1 6 2 2 5  
 
PS/2コンピュータ（IBM 
PCおよびコンパチ・モ
デル 30, 70, 8556を含
む）を使用の場合、この

メニューを読取ってくだ

さい。 

 

2 1 6 2 3 5  
 
上記のコードを読取る

と、ターミナル・キー

ボード・エミュレーショ

ン・モードが許可されま

す。 

 



 

セクション H 特別キーボードの設定 
 

Makeコードのみ 
転送する  *  Make/Breakコードを

転送する 

1 1 6 3 1 1  
 

Metrologicの担当者
からの指示がない限

り読取らないでくだ

さい。 

 

1 1 6 3 0 1  
 

Metrologicの担当者
からの指示がない限

り読取らないでくだ

さい。 

F0H Breakコードを 
転送しない  *  F0H Breakコードを 

転送する 

1 1 6 3 0 0  
 
このスキャナは F0H 
breakコード・シーケン
スを転送しません。 

 

1 1 6 3 1 0  
 
このスキャナは F0H 
breakコード・シーケン
スを転送します。 

Cleanupビットを 
転送する  *  Cleanupビットを 

転送しない 

1 1 6 3 1 5  
 
NECコンピュータのある
モデルのみに適用しま

す。 

 

1 1 6 3 0 5  

キーボード H
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セクション H 特別キーボードの設定 
 

Altモード許可  *  Altモード禁止 

1 1 6 2 1 7  
 
これを有効にすると、ス

キャナはこのキーボー

ド・シーケンスをコピー

します。Altキーをホール
ドして適当なキャラクタ
に対応する 10進数をタイ
プしてください。 

 

1 1 6 2 0 7  
 

注意: ホストのアプ
リケーション・ソフ

トが Altキーを
「ホット」キーとし

て使う場合、Altモー
ドは無効にしてくだ

さい。 

 
オート・ディテクト・

モード（AT/PS2）許可 
 

*  オート・ディテクト・
モード（AT/PS2） 
禁止 

1 1 6 2 1 4  
 
Capsロック状態を自動的
に検知します。 

 

1 1 6 2 0 4  
 
これを無効にすると、

Capsロック設定はサポー
トされません。 

 



 

セクション H 特別キーボードの設定 
 

Capsロック（XT）許可  *  Capsロック（XT）禁止 

1 1 6 2 1 4  

 

1 1 6 2 0 4  
 
これを無効にすると、

Capsロック設定はサポー
トされません。 

数字をキーパッド・ 
データとして転送する  *  数字を通常のデータと

して転送する 

1 1 6 3 1 6  
 
これを有効にすると、す

べてのデータはキーパッ

ドに入力されたデータと

して送信されます。 

 

1 1 6 3 0 6  

予約設定項目有効  *  予約設定項目無効 

1 1 6 4 1 0  

 

1 1 6 4 0 0  

キーボード H
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セクション H 特別キーボードの設定 
 

*  拡張キーコードを送信
の際、拡張 ASCIIを使
用する 

 
拡張 ASCIIキャラクタを
拡張 ASCIIとして使用す
る 

1 1 6 3 0 3  
 
PC キーボードのキー
（F1、F2等）を送信する
場合、拡張 ASCIIキャラ
クタを使う。（詳細につ

いてはセクション Mを参
照） 

 

1 1 6 3 1 3  
 
拡張 ASCIIコードを Alt 
モードで転送する。 

*  キャラクタ KB禁止  メッセージ KB禁止 

1 1 6 3 0 4  

 

1 1 6 3 1 4  

 



 

セクション H インタースキャン・コード・ディレー 
 

インタースキャン・コー

ド・ディレー800 µsec.  インタースキャン・コー

ド・ディレー7.5 msec 

8 1 6 5 8 0  
 
指定さ

ビット

を表し
 

の PCキー
ボード BIOSで使用
する場合は、この

パラメータを調整

する必要がありま

す。 

れた時間は各々の 9 
読取コード間の時間

ています。 

ある種

 

8 1 6 5 7 5 0  
 
指定された時間は各々の 9 
ビット読取コード間の時間

を表しています。 
 

ある種の PCキー
ボード BIOSで使用
する場合は、この

パラメータを調整

する必要がありま

す。 

インタースキャン・コー

ド・ディレー15 msec  ~  可変インタースキャン・
コード・ディレー 

8 1 6 5 1 5 0 0  
 
指定さ

ビット

を表し
 

の PCキー
ボード BIOSで使用
する場合は、この

パラメータを調整

する必要がありま 
す。 

れた時間は各々の 9 
読取コード間の時間

ています。 

ある種

 

9 1 6 5 0 0  
 
xページのマルチ・コード
方式を参照。 

キーボード H
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セクション H コントロール・セット 
 
標準バーコードのシンボルは、一般的に ASCIIコードのキャラクタ・セットをエン
コードします。IBMコンパチのキーボードにあるファンクション・キー、アロー・
キー、および他の拡張キーは ASCII キャラクタとしては変換されません。拡張キー
をバーコード化する一つの方法として，特別 ASCIIコントロール・キャラクタがバー
コード・データのストリームにある場合、拡張キー・コードを代用して使う方法があ

ります。コントロール・セットは ASCII（HEXコード）セットの特別変換として使
われます。 
 

コントロール・セット #1 
 

コントロール・セット#1 
許可 

4 1 6 4 8 4  

コントロール・セット#1 
禁止 

4 1 6 4 0 4  

 



 

セクション H コントロール・セット #1 
 

 

ASCII（HEX） ASCIIコントロール 拡張キー 
00H Null Numeric Keypad 
01H SOH Num Lock 
02H STX Down 
03H ETX Numeric Keypad 
04H EOT Insert 
05H ENQ Delete 
06H ACK System Request 
07H BEL 
08H BS 
09H TAB Tab 
0AH LF Caps Lock 
0BH VT Shift Tab 
0CH FF Alt 
0DH CR Enter 
0EH SO Control 
0FH SI Up Arrow 
10H DLE F1 
11H DC1 F2 
12H DC2 F3 
13H DC3 F4 
14H DC4 F5 
15H NAK F6 
16H SYN F7 
17H ETB F8 
18H CAN F9 
19H EM F10 
1AH SUB Home 
1BH ESC Esc 
1CH FS Page Up 
1DH GS Page Down 
1EH RS Print Screen 
1FH US End 

   

キーボード H
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12

セクション H 3151ターミナル・キーボード 
 
*  3151ターミナル・ 
キーボード   

3 1 6 4 0 0  

  

 
 

 



 

セクション I  OCIA 
 
OCIAデフォルトを 
ロードする   

OCIAモード許可 

9 9 9 9 9 3  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 1 5 5 4 4   

OCIA  
Interfa
が必要

ション します。 
 

このシリアル・イ

ンターフェースは

ホストに同期しま

す。 

 
（Optically Coupled
ce Adapter）通信
な時はこのオプ

を選択

DTS/Siemens許可  *  DTS/Nixdorf許可 

2 1 7 7 0 6  

 

2 1 7 7 1 6  

NCR-S許可  NCR-F許可 

2 1 7 7 3 6  

 

2 1 7 7 2 6  
 

OCIA I

 

1





 

セクション J ライトペンのパラメータ 
 
ライトペン・モード 許可   

4 1 5 5 2 4  
 
スキャナがライトペンの

代わりに使われる場合、

このオプションを読取り

ます。バーコード・デー

タはすべてライトペン・

エミュレーションとなり

ます。 

 
 
 
 
 
 

 

*  バー高レベル  スペース高レベル 

1 1 6 9 1 7  

 

1 1 6 9 0 7  

 
Code 39として転送する  *  読取られたままに 

転送する 

1 1 6 9 1 6  
 
すべてのバーコードはデ

コードされ、Code 39 
バーコードのデータとし

て転送されます。 

 

1 1 6 9 0 6  
 
すべてのバーコードはデ

コードされ、そのシンボ

ルのデータとして転送さ

れます。 

Light Pen/Laser Emulation J

 

1



Light Pen/Laser Emulation J

 

2

セクション J  ライト・ペン/細エレメント・ボーダーの設定 
 
ライトペン・ソースを

ポーリングする  *  ライトペン・ソースを
ポーリングしない 

1 1 6 9 1 5  
 
これを選択すると、デー

タ転送前にスキャナはア

クティブなソース電圧を

待機します。 

 
 
 
 
 
 
 1 1 6 9 0 5  

 
これを選択すると、デー

タ転送前にスキャナはア

クティブなソース電圧を

待機しません。 

ライト・ペン追加 
トグルの許可  *  ライト・ペン追加 

トグルの禁止 

1 1 6 9 1 1  
 
スキャナはビープ音を鳴

らし、デコーダに条件を

設定するための追加デー

タ・パルスとともにライ

トペン・データ・ライン

をトグルします。 

 

1 1 6 9 0 1  

10x細エレメント・ 
ボーダー  *  50x細エレメント・ 

ボーダー 

1 1 6 9 1 2  
 
このオプションはライト

ペン/ワンド・エミュレー
ションを 10xボーダー幅
で転送します。 

 

1 1 6 9 0 2  
 
このオプションはライト

ペン/ワンド・エミュレー
ションを 50xボーダー幅
で転送します。 

 



 

セクション J 細エレメント幅/レーザー・エミュレーションの設定 
 

*  1 ms細エレメント幅  60 µs細エレメント幅 

8 1 6 8 1 6 3 0  
 
このオプションはライトペ

ン/ワンド・エミュレーショ
ンを 1 msの細エレメント
幅で転送します。 

 
 

8 1 6 8 1 0 0  
 
60 µsの細エレメント幅で
転送します。 

100 µs 細エレメント幅  500 µs細エレメント幅 

8 1 6 8 1 6 0  
 
100 µsの細エレメント幅で
転送します。 

 

8 1 6 8 8 2 0  
 
500 µsの細エレメント幅で
転送します。 

 
~  可変の細エレメント幅†  レーザー・エミュレーショ

ン 

9 1 6 8 0 0  
 
最小x-寸法を 6 µs毎の増加
で設定します。このバー

コードを読取り、セクショ

ンM記載の 3桁コード・バ
イト・シーケンスを読取り

ます。
 †

 
† xページのマルチ・コード 
方式を参照してください。 

9 9 9 9 7 9  

Light Pen/Laser Emulation J
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セクション K  IBM 46xx設定/IBM ポート 
 
46xx IBMデフォルトを 
ロードする   

IBM 46xx 通信を許可 

9 9 9 9 9 5  
 
IBM 46xxシステムの初期
設定状態のフォーマット

にロードします。 
 

 
 
 

4 1 5 5 0 4  
 
IBM46xx SIOC/RS485通
信のオプションです。 
 
 

すべてのスキャナ

はこのインター

フェースをサポー

トしていません。

適切なインター

フェース・ボード

が必要です。 

IBM ポート 17B 3687-2 
イン・カウンター  IBMポート 5B 1520 HH 

レーザー 

3 1 7 2 5 0  
 
 

 

3 1 7 2 6 0  
 
 

* IBM ポート 9B 4500 
CCD HH BCRI.  IBM ポート 9B 

4501 CCD HH BCR2 

3 1 7 2 7 0  

 

3 1 7 2 3 0  

IBM 46xx Configuration K
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セクション K IBM予約コード 
 
IBM予約コード#1  IBM予約コード#2 

3 1 7 2 0 0  

 

3 1 7 2 1 0  

IBM予約コード#3   

3 1 7 2 2 0  

  

IBM予約コード#5   

3 1 7 2 4 0  

  

 



 

セクション M コード・バイトの使用 
 
ユーザーが設定可能なプリフィックス、バーコード桁数、または他の項目等をコー

ド・バイトを使って設定する場合、スキャナは設定モードに入っている必要がありま

す。各種の設定を始める前には必ず「IN/OUT設定モード」を読取ってください。シ
ングル・コードの設定モードはマルチ・コードのシーケンスには使えません。 
 
 

IN/OUT設定モード 

9 9 9 9 9 9  
 
 
 

 例
 
ユーザーが設定可能なプリフィックス/サフィックス・キャラクタ（セクション E参
照） 3桁小数を読取 ・バイトの

バーコードの適切なキャラクタ・ロケーションをスキャナにセーブできます。 
 
アステリ ィックスとして付
 

 

ックス #1 

4. コード・バイト 4 （2回ビープ音発信） 

5. コード・バイト 2 （3回ビープ音発信） 

6. IN/OUT設定モード （3回ビープ音発信） 

は、ASCIIコードと同等の ることによって、コード

ック印（*）をプリフ 加する 

1. IN/OUT設定モード （3回ビープ音発信） 

2. 設定可能なプリフィ （1回ビープ音発信） 

3. コード・バイト 0 （1回ビープ音発信） 

コード・バイト M
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セクション M  コード・バイト 0-5 
 
コード・バイト 0  コード・バイト 1 

0  

 

1  

コード・バイト 2  コード・バイト 3 

2  

 

3  

コード・バイト 4  コード・バイト 5 

4  

 

5  

 



 

セクション M コード・バイト 6-9 
 
コード・バイト 6  コード・バイト 7 

6  

 

7  

コード・バイト 8  コード・バイト 9 

8  

 

9  

コード・バイト M
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セクション M 予約コード 
 

 ~ 予約コード許可  
 

9 9 9 9 8 8  
 

この設定については Metrologic社に
連絡ください。 

 

 ~ 予約コード禁止  
 

9 9 9 9 8 7  

 

 



 

セクション M コード・バイト/コード・タイプ表 
 

コード・バイト コード・タイプ 

004 UPC-A 

002 UPC-E 

003 EAN-8 

005 EAN-13 

080 Code 39 

081 Codabar 

082 インターリブド 2 of 5 

083 Code 128 

084 Code 93 

091 MSI Plessey 

092 Code 11 

093 Airline 2 of 5（15桁） 

094 マトリックス 2 of 5 

095 テレペン 

096 UK Plessey 

098 スタンダード 2 of 5 

097 Airline（13桁） 

099 TRI-OPTIC 

  
 

コード・バイト M
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セクション M  ASCII参考表 
 

HEX値 小数値 /コード・ 
バイト値 キャラクタ

コントロール・ 
キーボードと同等 

00 000 NUL @ 

01 001 SOH A 

02 002 STX B 

03 003 ETX C 

04 004 EOT D 

05 005 ENQ E 

06 006 ACK F 

07 007 BEL G 

08 008 BS H 

09 009 HT I 

0A 010 LF J 

0B 011 VT K 

0C 012 FF L 

0D 013 CR M 

0E 014 SO N 

0F 015 SI O 

10 016 DLE P 

11 017 DC1 Q 

12 018 DC2 R 

13 019 DC3 S 

14 020 DC4 T 

15 021 NAK U 

16 022 SYN V 

17 023 ETB W 

18 024 CAN X 

19 025 EM Y 

1A 026 SUB Z 

 



 

セクション M  ASCII参考表 
 

HEX値 小数値 /コード・ 
バイト値 キャラクタ

コントロール・ 
キーボードと同等 

1B 027 ESC [ 

1C 028 FS \ 

1D 029 GS ^ 

1E 030 RS _ 

1F 031 US  

20 032 SP space,blank 

21 033 !  

22 034 “  

23 035 #  

24 036 $  

25 037 %  

26 038 &  

27 039 ‘ apostrophe 

28 040 (  

29 041 )  

2A 042 *  

2B 043 +  

2C 044 , comma 

2D 045 - minus 

2E 046 . period 

2F 047 /  

30 048 0 number zero 

31 049 1 number one 

32 050 2  

33 051 3  

34 052 4  

35 053 5  

コード・バイト M
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セクション M ASCII参考表 
 

HEX 値 小数値 /コード・ 
バイト値 キャラクタ

コントロール・ 
キーボードと同等 

36 054 6  

37 055 7  

38 056 8  

39 057 9  

3A 058 :  

3B 059 ;  

3C 060 < less than 

3D 061 +  

3E 062 > greater than 

3F 063 ?  

40 064 @ shift P 

41 065 A  

42 066 B  

43 067 C  

44 068 D  

45 069 E  

46 070 F  

47 071 G  

48 072 H  

49 073 I letter l 

4A 074 J  

4B 075 K  

4C 076 L  

4D 077 M  

4E 078 N  

 



 

セクション M ASCII 参考表 
 

HEX 値 小数値 /コード・ 
バイト値 キャラクタ

コントロール・ 
キーボードと同等 

4F 079 O letter O 

50 080 P  

51 081 Q  

52 082 R  

53 083 S  

54 084 T  

55 085 U  

56 086 V  

57 087 W  

58 088 X  

59 089 Y  

5A 090 Z  

5B 091 [ shift K 

5C 092 \ shift L 

5D 093 ] shift M 

5E 094 ^ Ï、shift N 

5F 095 _ Í、shift 0,underscore 

60 096 ‘ accent grave 

61 097 a  

62 098 b  

63 099 c  

64 100 d  

65 101 e  

66 102 f  

67 103 g  

68 104 h  

69 105 i  

コード・バイト M
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コード・バイト M
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セクション M  ASCII 参考表 
 

HEX 値 小数値 /コード・ 
バイト値 キャラクタ

コントロール・ 
キーボードと同等 

6A 106 j  

6B 107 k  

6C 108 l  

6D 109 m  

6E 110 n  

6F 111 o  

70 112 p  

71 113 q  

72 114 r  

73 115 s  

74 116 t  

75 117 u  

76 118 v  

77 119 w  

78 120 x  

79 121 y  

7A 122 z  

7B 123 {  

7C 124 | vertical slash 

7D 125 } alt mode 

7E 126 ~ （alt mode） 

7F 127 DEL delete,rubout 

    
 

 



 

セクション M  拡張キー・コード参考表 
 

キー At 
読取コード

PS2 
読取コード

3151 接頭/接尾値 
Hex＝小数値 

Ï 75H 48H 63H 80H = 128 

Ð 72H 50H 60H 81H = 129 

Î 74H 4DH 6AH 82H = 130 

Í 6BH 4BH 61H 83H = 131 

Insert 70H 52H 67H 84H = 132 

Delete 71H 53H 64H 85H = 133 

Home 6CH 47H 6EH 86H = 134 

End 69H 4FH 00H 87H = 135 

Page Up 7DH 49H 00H 88H = 136 

Page Down 7AH 51H 00H 89H = 137 

Right Alt 11H 38H 00H 8AH = 138 

Right Ctrl 14H 1DH 39H 8BH = 139 

予約項目 00H 00H 00H 8CH = 140 

予約項目 00H 00H 00H 8DH = 141 

Numeric Keypad Enter 5AH 1CH 79H 8EH = 142 

Numeric Keypad / 4AH 35H 00H 8FH = 143 

F1 05H 3BH 07H 90H = 144 

F2 06H 3CH 91H = 145 0FH 

F3 04H 3DH 17H 92H = 146 

F4 0CH 3EH 1FH 93H = 147 

F5 03H 3FH 27H 94H = 148 

F6 0BH 40H 95H = 149 2FH 

F7 83H 41H 37H 96H = 150 

F8 0AH 3FH 42H 97H = 151 

F9 01H 43H 47H 98H = 152 

F10 09H 44H 4FH 99H = 153 

F11 78H 57H 56H 9AH = 154 

F12 07H 58H 5EH 9BH = 155 

Numeric + 79H 4EH 00H 9CH = 156 

コード・バイト M
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コード・バイト M
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セクション M 拡張キー・コード参考表 
 

キー At 
読取コード

PS2 
読取コード

3151 接頭/接尾値 
Hex = 小数値 

Numeric - 7BH 4AH 9DH = 157 7CH

Numeric * 7CH 37H 00H 9EH = 158 

Caps Lock 58H 3AH 9FH = 159 14H 

Num Lock 77H 45H 00H A0H = 160 

Left ALT 11H 38H 00H A1H = 161 

Left CTRL 14H 1DH 11H A2H = 162 

Left Shift 12H 2AH 12H A3H = 163 

Right Shift 59H 36H 59H A4H = 164 

Print Screen Multiple 00H 00H A5H = 165 

Tab 0DH 0FH 0DH A6H = 166 

Shift Tab 8DH 8FH 65H A7H = 167 

Enter 5AH 1CH 5AH A8H = 168 

ESC 76H 01H 08H A9H = 169 

Left ALT Make 11H 36H 00H AAH = 170 

Left ALT Break 11H B6H ABH = 171 00H 

Left CTRL Make 14H 1DH 00H ACH = 172 

Left CTRL Break 14H 9DH 00H ADH = 173 

* Left ALT + 1 character 11H 36H 00H AEH = 174 

* Left CTRL + 1 character 14H 00H 1DH AFH = 175 

*  Send   58H C0H = 192 

Clear  6FH  C1H = 193 

Jump   76H C2H = 194 

Send Line   7EH C3H = 195 

Erase EOF   6DH C4H = 196 

Send - Make Only   58H C5H = 197 
     

 
* 例: 

最初の設定プリフィックス＝174 
2番目の設定プリフィックス＝065 
スキャナは <left ALT Make>“A”<Left ALT Break>を送信します。 

 



 

セクション N カスタム・デフォルト 
 
Metrologic 社は幾多のスキャナを OEM 顧客のアプリケーション用に製造しています。
OEMスキャナはMetrologic社の工場出荷時のデフォルトとは違います。下記のバー
コードを読取るとMetrologic社のデフォルト設定にリセットされます。 
 

 工場出荷デフォルト 許可  
 

8 4 6 6 0 0  
 
このバーコードを読取り、「初期設

定」をスキャンすると Metrologic社
の工場出荷時のデフォルトにリセッ

トされます。 
 

 

初期設定 
 

 

  

9 9 9 9 9 8  

 

その他の設定項目 N

 

1



その他の設定項目 N

 

2

セクション N カスタム・デフォルト 
 

 RCH Ruby Verifoneデフォルト 

8 4 6 6 1 2 8 0  
 
このバーコードを読取り、

「初期設定」をスキャンす

ると Ruby Verifoneのデ
フォルトが有効になりま

す。 

 

8 4 6 6 1 0  
 
このバーコードを読取り、

「初期設定」をスキャンす

ると RCHのデフォルトが有
効になります 

Sanyo  Gilbarco 

8 4 6 6 0 2 0  
 

 

このバーコードを読取り、

「初期設定」をスキャンす

ると Sanyo のデフォルト
が有効になります。 

8 4 6 6 3 0  
 
このバーコードを読取り、

「初期設定」をスキャンす

ると Gilbarco のデフォルト
が有効になります。 

ALTデフォルト  MS6750デフォルト 
 

8 4 6 6 0 0 4 0  8 4 6 6 0 0 8 0  
 
このバーコードを読取り、

「初期設定」をスキャンす

ると MS6750のデフォルト
が有効になります。 

 
このバーコードを読取り、

「初期設定」をスキャンす

ると ALTのデフォルトが
有効になります。 

 



 

セクション N カスタム・デフォルト 
 

  ドイツ郵便デフォルト 

8 4 6 6 0 0 9 0  
 
このバーコードを読取り、

「初期設定」をスキャンす

るとドイツ郵便デフォルト

が有効になります。 

  

 カスタム・キーボード
FR1 

  

 

9 9 7 0 0 0  

カスタム・ターミナル
FR1   

  

9 9 7 0 0 1  

その他の設定項目 N
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その他の設定項目 N
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セクション N シリアル・プログラム・モード 
 
 

 

 
2. 

スキャナがコマンドを認識しない場合は、NAK（15 Hex）信号で応答します。 

 

 

 

 

シリアル・プログラム・モードを使うには、すべてのコマンドが STX（02 Hex）と
ETX（03 Hex）で囲まれている必要があります。初期設定を行うには： 

1. シリアル・ポートを通して<STX>999999<ETX>を送信すると、
スキャナはシリアル・プログラム・モードになります。読取は

一時中止になりスキャナは ACK（06 Hex）信号で応答します。 

シリアル・ポートを通して<STX>999998<ETX>を送信すると
MetroSelect®ガイドにある初期設定のバーコードとなります。
スキャナはACK（06 Hex）信号で応答します。 

 
3. シリアル・ポートを通して<STX>999999<ETX>を送信すると、

スキャナはプログラム・モードを終了し、新しい設定をセーブ

します。スキャナは 3回ビープ音を鳴動し、ACK（06 Hex）信
号を送信します。 

 

 

 

 

 

セクション N ソフトウェア識別 
 

  ソフトウェア番号 

9 9 9 9 6 5  

この設定を許可すると、

スキャナはそのソフト

ウェア・リビジョンを転

送します。 

  

 

 

 



 

セクション O 補助ポート禁止 
 
  

 

 
 

*  AUXポート禁止 
  

 

 

4 3 7 3 0 0  

AUXポートおよび二次装置データ・フォーマット 
MS7220、MS7320、MS7600、および MS202X 

 

 

手順 1 に従って、Metrologic スキャナを二次スキャナとして受け入れるように補助
ポートを設定します。次に、手順 2に従って、補助ポートのデータ・フォーマットに
一致するように二次スキャナを設定します。 

二次スキャナがMetrologicスキャナではない場合、3ページの「二次スキャナとして
非Metrologic RS-232装置を使用する場合」の手順に従います。 
 

 

 

 
補助入力ポートのデータ・フォーマットは、二次スキャナの主出力フォーマッ

トに一致する必要があります。 
 

手順 1:  MS7220/7320/7600上で補助ポートを許可するために次のバーコードを読取
ります。 

 
AUXポート・データ・
フォーマット  

  

4 3 7 3 3 0  
 
次ページに続く

補助ポート・コントロール O
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Auxiliary Port Controls O
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セクション O  AUXポートおよび二次装置データ・フォーマット 
MS7220、MS7320、MS7600、および MS202X 

 
手順 2: 次に、二次 スキャナを設定するために次のバーコードを順に読取ります。 
 

1. AUX出力許可 
 

2. 二次スキャナ・データ・
フォーマット  

 

1 2 4 8 1 7  4 3 7 5 3 0  

   
 

 

  

3.  通信タイムアウト許可  4.  補助スキャナのビープ音
のオフ（オプション） 

 

1 1 8 4 1 2  3 1 8 5 0 5  

 



 

セクション O AUXポートおよび二次装置データ・フォーマット 
MS7220、MS7320、MS7600、および MS202X 

 

MS7220/7320/7600/202x上で補助ポートを許可するために次のバーコードを読取り
ます。 

AUXポートの一般的な RS-232フォーマット 

二次スキャナとして非 Metrologic RS-232装置を使用する場合 
 

 

4 3 7 3 1 0  

補助 入力ポートのデータ・フォーマットは、二次装置の主出力フォーマットに一
致する必要があります。二次 装置は、RTS/CTSハンドシェークに対応し、データ
上に CR（ASCII 0DH）ターミネータを持つ必要があります。 

 

AUXポートの一般的な RS-232フォーマット のデフォルト設定は次のとおりです。 

• 2ストップ・ビット 
• スぺース・パリティ 

これらの設定を変更する場合は、セクション O（5～8ページ）を参照してくださ
い。 

 

 

• 38400ボー 
• 7データ・ビット 

 

補助ポート・コントロール O
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セクション O  追加補助ポート・データ・フォーマット 
 

補助入力ポートのデータ・フォーマットは、二次装置の主出力フォーマット

に一致する必要があります。 
 

AUXポートでの UPCサプ
ルメント・データ・フォー

マットの許可 
 

AUXポートでのコード選択
データ・フォーマットの許

可 
 

4 3 7 3 4 0  4 3 7 3 5 0  

AUXポートでの TECH 7、
8データ・フォーマットの
許可 

 
予約 2データ・フォーマッ
トによる AUXポート許可 

 

 

4 3 7 3 6 0  4 3 7 3 8 0  

予約 3データ・フォーマッ
トによる AUXポート許可  予約 1データ・フォーマッ

トによる AUXポート許可 
 

4 3 7 3 7 0  4 3 7 3 9 0  

 



 

セクション O  追加補助ポート・データ・フォーマット 
 

AUXポートでの Stratosデ
コード・データ・フォー

マット許可 
  

 

  

4 3 7 3 2 0  

 

補助ポート・コントロール O
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セクション O  補助ポート・ボーレート 
 
AUX 115200ボーレート  AUX 57600ボーレート 

4 3 7 0 1 0 0  

 
 
 

 
 

4 3 7 0 9 0  

AUX 38400ボーレート  AUX 19200ボーレート 
 

4 3 7 0 8 0  4 3 7 0 7 0  

AUX 14400ボーレート AUX 9600ボーレート  
 

4 3 7 0 6 0  4 3 7 0 5 0  

 



 

セクション O  補助ポート・ボーレート 
 
AUX 4800ボーレート AUX 2400ボーレート  

 

4 3 7 0 4 0  4 3 7 0 3 0  

 AUX 600ボーレート AUX 1200ボーレート 
 

4 3 7 0 2 0  4 3 7 0 1 0  

  AUX 300ボーレート 
  

4 3 7 0 0 0  

補助ポート・コントロール O
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セクション O  補助ポート・パリティ 
 

  AUXパリティなし 
  

3 3 7 2 4 5  

 
AUXマーク・パリティ  *  AUXスぺース・パリ

ティ 
 

3 3 7 2 3 5  3 3 7 2 1 5  

AUX偶数パリティ  AUX奇数パリティ 
 

3 3 7 2 2 5  3 3 7 2 0 5  

 



 

セクション O  補助ポート・ストップ・ビット/データ・ビット 
 

AUX 1ストップ・ビット  *  AUX 2ストップ・ 
ビット 

 
 
 

1 3 7 2 1 4  1 3 7 2 0 4  

 
 

*  AUX 7データ・ビット  AUX 8 データ・ビット 
 

1 3 7 2 0 3  1 3 7 2 1 3  

補助ポート・コントロール O
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セクション O 補助 RTS/CTSおよびモード 7 
 
*  AUX RTS/CTSハンド
シェーク許可  AUX RTS/CTSハンド

シェーク禁止 
 

1 3 7 0 1 6  1 3 7 0 0 6  

メッセージ AUX 
RTS/CTS  *  キャラクタ AUX 

RTS/CTS 
 

1 3 7 0 0 5  1 3 7 0 1 5  

 

AUXポート・モード 7 
許可  AUXポート・モード 7 

禁止 

4 3 7 3 7 0  
 
モード 7は、AUXポート
RTS/CTSハンドシェーキ
ングが無効な場合に、接

頭/接尾コードの受信を可
能にします。 

 

4 3 7 3 1 0  
 
 

 



 

セクション O 補助 D/E、F/L、および M/O 
 
AUX「D/E」コマンド 
許可 

*  AUX「D/E」コマンド 
禁止  

 

1 3 7 1 1 7  1 3 7 1 0 7  

 
AUX「F/L」コマンド許可  

*  AUX「F/L」コマンド
禁止 

 

1 3 7 1 1 6  1 3 7 1 0 6  

AUX「M/O」コマンド 
許可  *  AUX「M/O」コマンド 

禁止 
 

1 3 7 1 1 5  1 3 7 1 0 5  

補助ポート・コントロール O
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セクション O  補助 XON/XOFFおよび ACK/NAK 
 
* AUX XON/XOFF 
ハンドシェーク許可  AUX XON/XOFF 

ハンドシェーク禁止 
 

1 3 7 1 1 4  1 3 7 1 0 4  

   

 

 AUX ACK/NAK 
コマンド禁止 

  

*  AUX ACK/NAK 
コマンド許可 

 

1 3 7 1 1 3  1 3 7 1 0 3  

 



 

セクション O  補助 CTS/RTSポラリティ 
 

 反転 AUX CTS 
ポラリティ 

*  標準 AUX CTS 
ポラリティ 

 
 

1 3 7 3 0 7  1 3 7 3 1 7  

*  標準 AUX RTS 
ポラリティ  反転 AUX RTS 

ポラリティ 
 

1 3 7 3 0 6  1 3 7 3 1 6  

補助同一シンボル・タイムアウト 
 
*  AUXが同一シンボル・
タイムアウトを持つ 

AUX同一シンボル・タイ
ムアウトなし  

1 3 7 3 0 4  
 
この設定は、補助スキャ

ナが同一のシンボル・タ

イムアウトをマスタ・ス

キャナよりも高速に読取

る（または繰り返す）場

合に、マスタ内の同一シ

ンボル・タイムアウトを

スキップします。 

 

1 3 7 3 1 4  
 

Metrologicは、AUX
同一シンボル・タ
イムアウト 設定を
禁止した場合に、

補助スキャナの

ビープ音をオフに

することを推奨し

ています。 

補助ポート・コントロール O
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セクション O  主出力ポート補助データ・フォーマット 
 

予約コード 32 
 

スキャナを別のスキャナの補助入力に対する二次スキャナとして使用する場合、出力

データでは次のいずれかのフォーマットが可能です。 
 

  
 

1 2 4 8 1 7  
 

このコードは、

MS6720で使用す
るべきではありま

せん。 

 
UPCサプルメント出力
AUXデータ・フォーマッ
ト 

これにより、HoloTrakデ
コード・データ・フォー

マットを使用して、二次

スキャナ内の予約コード

32をすばやく設定できま
す。 

 

*  HoloTrakデコード出力
AUXデータ・フォー
マット 

 

4 3 7 5 0 0  4 3 7 5 4 0  

Stratosデコード出力 AUX
データ・フォーマット  

 
コード選択出力 AUXデー
タ・フォーマット 

 

4 3 7 5 2 0  4 3 7 5 5 0  

 



 

セクション O  主出力ポート補助データ・フォーマット 
 
TECH 7 & 8出力 AUX
データ・フォーマット  予約 1出力 AUXデータ・

フォーマット 
 

4 3 7 5 6 0  4 3 7 5 9 0  

予約 2出力 AUXデータ・
フォーマット  予約 3出力 AUXデータ・

フォーマット 
 

4 3 7 5 8 0  4 3 7 5 7 0  

補助ポート・コントロール O
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セクション O  インター・キャラクタ・ディレー 
 

 AUXポート・インター・
キャラクタ遅延なし 

*  1 msec AUXポート・
インター・キャラク

タ・ディレー 
 

8 3 7 6 0 0  8 3 7 6 1 0  

10 msec AUX ポート・ 
インター・キャラクタ・

ディレー 
 

25 msec AUX ポート・ 
インター・キャラクタ・

ディレー 

8 3 7 6 1 0 0  

 

8 3 7 6 2 5 0  

 ~ 可変 AUXポート・イ
ンター・キャラクタ・

ディレー 

 
可変 AUX ポート・インター・キャラクタ・ディレー・バー
コードの後、001～255 ミリ秒の範囲のコード・バイトから
成る 3 つのキャラクタ・シーケンスを読取ることにより、
補助ポートから送信されるキャラクタ間のディレーを 1 ミ
リ秒毎の増分で設定できます。 
 
xページのマルチ・コード方式を参照してください。 

9 3 7 6 0 0  
 

 



 

セクション P  最高速 USB 
 
 

 最高速 USBデフォルト 最高速 USB許可 

4 1 5 5 1 2 4  
 

NOVRAM内のスキャナ・
シリアル番号をエンコード

することを可能にします。 
 

 
 

9 9 9 9 7 1  

   

   

統合最高速 USBデフォル
トのロード   

  

9 9 9 9 7 0  
 

USB P 

 

1 



USB P 
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セクション P  最高速 USB  
 
次のコードは、最高速 USBデフォルトのバーコードを読取っていない場合に使用で
きます。 
 

 USB IBM ID禁止 USB IBM ID許可 
 

1 1 7 8 1 7  1 1 7 8 0 7  

 標準の USB出力 USB出力の RS232 
 

1 1 7 8 1 6  1 1 7 8 0 6  

  スキャナ 4A00h平台型 

3 1 6 4 0 0 1 0  

  
 
 

 



 

セクション P 最高速 USB  
 
次のコードは、最高速 USBデフォルトのバーコードを読取っていない場合に使用で
きます。 
 
スキャナ 4B00h 
ハンドヘルド 

 
 

3 1 6 4 0 0 3 0  

  

 4A00h/6E00h卓上スキャナ
/スケール  

3 1 6 4 0 0 4 0  
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

USB P 
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USB P 
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セクション P 低速 USB 
 
 
低速 USB許可 

 
 

低速外部 USBデフォルト
のロード 

4 1 5 5 1 1 4

 

9 9 9 9 7 8  
 
 

 

  低速内部 USBデフォルト
のロード 

 

9 9 9 9 4 1  

 
 
 

次のコードは、内部低速 USB インターフェースと特定のソフトウェア・バー
ジョンを備えるスキャナにのみ適用されます。これらのバーコードの使用お

よび制限に関する詳細をMetrologic担当者に連絡してください。 
 
POS USBモード  

 

 
 

HID-キーボード・モード 

3 1 6 4 7 0  3 1 6 4 0 0  
 

 



 

セクション R IS3480 / MS3480 
  

 
ボタン・モード 

 

次のバーコードは、IS3480およびMS3480のみで固有に使用されます。 

* ボタン・クリック・ 
パターン切替モード 

ボタン保持パターン 
切替モード 

 

1 2 3 8 0 6  1 2 3 8 1 6  

ボタン・クリック・ディレー 

15秒タイム・アウト  10秒タイム・アウト 
 

4 2 3 8 3 0 0  4 2 3 8 2 0 0  

* 5秒タイム・アウト   
  

4 2 3 8 1 0 0  
 

IS3480 / MS3480 R

 

1



IS3480 / MS3480 R

 

2

セクション R IS3480 / MS3480 
 

一次読取パターン 
  

次のバーコードは、IS3480およびMS3480のみで固有に使用されます。 
 

 二次読取パターン 

* 一次 Omni  二次 Omni 

9 9 9 9 4 7  
 
このバーコードは、全方向

の読取について一次パター

ンを全読取ラインに設定し

ます。 

 

9 9 9 9 4 4  
 
このバーコードは、全方向

の読取について二次パター

ンを全読取ラインに設定し

ます。 

一次ラスタ  二次ラスタ 

9 9 9 9 4 6   
 
このバーコードは、一次パ

ターンを水平方向のラスタ

に設定します。 

 

9 9 9 9 4 3  
 
このバーコードは、二次パ

ターンを水平方向のラスタ

に設定します。 

一次シングル・ライン 二次シングル・ライン  
 

9 9 9 9 4 5  9 9 9 9 4 2  
 
このバーコードは、メ

ニュー読取のためのシング

ル・ラインに二次パターン

を設定します。 

 
このバーコードは、メ

ニュー読取のためのシング

ル・ラインに一次パターン

を設定します。 

 



 

セクション R  IS3480 / MS3480 
 
次のバーコードは、IS3480およびMS3480のみで固有に使用されます。 

スイート・スポット・モード 
 

スイート・スポット・ 
モード許可   

9 9 8 0 4 8  

スイート・スポット・モードは、バーコード・タイプご

とに読取率が最大になるポイント（「スイートスポッ

ト」）がどこにあるかを決定するために使用します。ス

イート・スポット・モードの詳細については、『IS3480
インストール/ユーザー・ガイド』（MLPN 00-02026）を
参照してください。 

 

CodeGate®

* CodeGate許可 CodeGate禁止 
 

1 1 8 7 1 3  1 1 8 7 0 3  

フィールド深度 

 縮小フィールド深度 * 標準フィールド深度 
 

1 1 8 7 0 1  1 1 8 7 1 1  

IS3480 / MS3480 R
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IS3480 / MS3480 R
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セクション R IS3480 / MS3480 
 
次のバーコードは、IS3480およびMS3480のみで固有に使用されます。 
 

IRアクティベート 

IRアクティベート  * IRアクティベート禁止 
 

1 2 3 8 1 7  1 2 3 8 0 7  

TTL RS232   

次のバーコードは、TTL RS232 Quantumシリーズ（IS/MS3x80-102）でのみ有効です。 
 
TTL RS232許可  TTL RS232禁止 

 

1 2 0 3 1 1  1 2 0 3 0 1  

反転 TTL RxDおよび TxD  標準 TTL RxDおよび TxD 

1 2 0 3 1 2  
 
TTL RxDおよび TxDのピ
ンが 0Vでアイドルになり
ます。 

 

1 2 0 3 0 2  
 
TTL RxDおよび TxDのピ
ンが 5Vでアイドルになり
ます。 
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